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魚津大火復興50周年記念式典

魚津市名誉市民推戴式開催

9
月
9
日
、
新
川
文
化
ホ

l
ル
に
お
い
て
、
大
火
復
興
関

周
年
記
念
式
典
と
魚
津
市
名
誉
市
民
推
戴
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。市
長
を
は
じ
め
約

1
0
0
0
人
の
参
加
者
は
、
市
街
地
の

約

4
割
を
焼
失
し
、

1
5
8
3
世
帯
が
擢
災
し
た
「
魚
津
大

火
」
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
災
害
の
な
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
実
現
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

名
誉
市
民
章
が
中
尾
哲
雄
氏
に
贈

ら
れ
ま
し
た

災
害
時
相
互
応
援
協
定
都
市
の
代

表
と
堅
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た

洗
足
学
園
音
楽
大
学
講
師
に
よ
る

演
奏
が
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た

。

式
典
で
は
、
市
長
が
ま
ず

「
未
曾
有
の
大
惨
事
か
ら
印
年
。

大
火
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

災
害
の
な
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
を
市
民
の
み
な
さ
ま
と

築
い
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

名
誉
市
民
推
戴
式
で
は
、

広
く
産
業
・
経
済
、
教
育
及

び
地
域
社
会
の
進
展
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
中
尾
哲
雄
氏

に
、
市
長
の
手
か
ら
称
号
記

と
名
誉
市
民
章
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
る
、
七
尾

市
(
石
川
県
)
、
飯
山
市
(
長

野
県
)
、
十
日
町
市
(
新
潟
県
)

と
協
定
関
係
の
再
確
認
を
行

い
、
そ
の
後
、
災
害
防
護
功

労
者

6
人
と
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
寸
つ
く
り
事
業
に
対
す

る
寄
付
を
し
た
石
崎
産
業
闘

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
火
を
振
り
返
り
、
今
後

の
街
、
、
つ
く
り
に
生
か
そ
う
と

聞
か
れ
た
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
実
際
に
被
災
し
た
滝

本
和
夫
さ
ん
が

「
お
ば
あ
あ

ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
靴
も

は
か
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
(
¥
)



逃
げ
回
り
ま
し
た
。
あ
ん
な

に
明
る
い
夜
は
は
じ
め
て
見

ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
と
、
消
防
団
員
だ
っ
た
太

田
龍
夫
さ
ん
は
「
初
期
消
火
が

不
可
能
な
ま
で
に
火
は
大
き

く
、
ま

る
で
炎
の
柱
の
よ
う

で
し
た
」
と
大
火
の
す
さ
ま
じ

さ
を
生
々
し
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
仙
台
で
育
っ
た

と
い
う
女
性
消
防
団
員
の
石

崎
え

り
さ
ん
は
「
普
段
か
ら

災
害
が
少
な
い
富
山
県
の
人
々

は
防
災
に
対
す
る
意
識
が
薄

い
と
思
い
ま
す
」
と
指
摘
。

実
際
に
新
潟
県
中
越
地
震
を

体
験
し
た
十
日
町
市
の
丸
山

収
入
役
は
「
大
災
害
の
中
で
、

役
に
立
っ
た
の
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
力
で
し
た
」
と

市
民
相
互
の
協
力
の
大
切
さ

を
語
ら
れ
る
な
ど
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
、
、
つ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
様
々
な
意
見
が

出
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
市
内
日
小
学

校
の
代
表
児
童
た
ち
に
よ
る

「
安
全

・
安
心
な
ま
ち
マ
つ
く
り

宣
言
」
も
な
さ
れ
、
参
加
し

た
人
々
は
災
害
に
対
す
る
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

市
内
問
小
学
校
代
表
児
童
に
よ
る

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

安全・安心なまちつ"くり宣言

1. r災害のない、安全・安心なまちをめざして」
大町小6年寺田莱由

2. r大火の患いを忘れないで」
村木小6年坂本真一

3 「家族みんなで“火元確認"J 

住吉小6年米運真知子

4. r火遊びしません、火事の元」
上中島小6年上楽正志

5 「生活に欠かせないダムに感謝しています」

松倉小6年谷口 ;光紀

6. r大気雨付のいたときらすは周く連り絡の異し変ますに気」を配リ、

上野方小6年尾崎真理子

7 「生命を育む『水』生命を奪う『水.]J

本江小 6年寺崎陽

8. r魚津市をふるえあがらせた昭和27年7月 1白大洪水」
片貝小6年坂口涼香

9 「リンゴの被害を最小限にと どめるために」

吉島小6年徳本信太朗

10. r地震に強いまちづくリ」
道下小6年水白崇太

11. r走れ海がくるぞリ
経田小6年岩崎明奈

12. r備自然え環ま境す」の変化に関心を持ち、地滑りなどの災害に

坪野小6年林幸之朗

13. r安全頃・備安心えなまちづくりは
日 の とコミュ二ケ ションから」

西布施小6年楠元気
111-' m'， 

「魚津大火復興50周年記念誌
ー魚津大火の記録ー販売中
被災 した方々の証言や当時の新

聞記事、写真などの資料をもとに、

大火から復興までの道の りがわか

る貴重な内容 となっています。 こ

の機会にご覧になり、ぜひ防災に

ついて再認識してみて くださ い。

魚津市立図書館にて販売してい

ます(1冊500円)。
V問合せ先
図書館 2i22-0462 

魚津市名誉市民

中尾

災害防護功労
(永年の消防団員活動功労による)

美谷市郎 本町二丁目

永谷 勇 新角川二丁目

肥塚宗二 鹿熊

キ木 陸助 北山

早勢昭一 石垣

池田重光 石垣新

富山市太郎丸
(長引野出身)

哲雄

災害時相互応援協定都市
主な協定内容

※救援・給水活動
※救援物資の調達、輸送、配給業務
※児童生徒の一時入学受入れ
※被災者の一時収容施設の提供やあっせん
※ボランティアのあっせんなど

七尾市 (石川県)

飯山市 (長野県)

十日町市 (新潟県)
順不信

魚津大火復興50周年記念号
ー魚津大火ー内容訂正について
2006年9月1日発行の「魚津大火復興50
周年記念号-魚津大火-J掲載記事中、
次の とお り誤 りがあり ましたので、お

わびして訂正します。

ページ| 正

擢災世帯
1，583世帯

負傷者
170人

感謝状
(安全・安心なまちづくり事業に対する寄付)

大海寺野

順不同 ・敬称略

石崎産業株式会社

代表取締役社長
石崎由民IJ

誤

焼失戸数
1，583戸

負傷者
174人



魚津市総合防災訓練
~魚津大火復興50周年事業~

9
月
間
日
、
村
木
地
区
に
お
い
て
「
魚
津
市
総
合
防
災
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
の
会
場
と
な
っ
た
の

は
村
木
小
学
校
と

m
m通
り
で
、
こ
こ
は
昭
和
泊
年

9
月
刊

日
に
発
生
し
た
魚
津
大
火
の
被
災
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
参

加
し
た
約

1
2
0
0
人
の
み
な
さ
ん
は
、
災
害
に
備
え
本
番

さ
な
が
ら
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
県
東
部

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
ー

の
地
震
が
発
生
し
、
魚
津
市

で
震
度

6
を
観
測
。
建
物
の

倒
壊
や
、
火
災
の
発
生
な
ど

の
被
害
が
生
じ
た
と
い
う
想

定
の
も
と
に
実
施
さ
れ
ま
し

た。

m
m通
り
で
は
、
倒
壊
し

た
建
物
・
中
高
層
ビ
ル
か
ら

の
負
傷
者
救
助
訓
練
や
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
有
毒

ガ
ス
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
、

消
防
車
の
一
斉
放
水
に
よ
る

密
集
地
火
災
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
避

難
し
た
村
木
小
学
校
で
は
、

負
傷
者
の
搬
送
や
救
急
医
療

訓
練
、
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
の
復

旧
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

給
水
車
に
よ
る
応
急
給
水
訓

練
、
煙
中
体
験
、
震
度
体
験

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

万
一
の
惨
事
に
備
え
、
真
剣

な
面
持
ち
で
訓
練
に
取
組
ん

で
い
ま
し
た
。

l ) 

倒
壊
家
屋
か
ら
負
傷
者
を
救
出
す

る
訓
練
を
行
っ
て
い
る
様
子

厚
い
防
護
服
を
ま
と
い
有
毒
ガ
ス

除
去
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た

煙
中
に
入
っ
た
児
童
た
ち
。
と
て

も
苦
し
そ
う
で
す



政

の

9
月
市
議
会
定
例
会

魚
津
市
議
会
定
例
会
は
、

9
月
7
日
か
ら
幻
日
ま
で
同
日

聞
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
平
成
凶
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
、
決
議
な
ど
悶
案
件
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
打
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
の
認
定
叩
議
案
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員

会
で
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

一可

決

れ

た

案

件

さ

予
算
関
係

・
平
成
同
年
度
魚
津
市

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

・
平
成
同
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

.
平
成
同
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第
1
号
)

・
平
成
問
年
度
魚
津
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

条
例
の
制
定
及
び
改
正

・
魚
津
市
民
パ
ス
運
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
知
的
障
害
児
通
園
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
、
位
置
及
び
名
称
並
び
に
消
防

署
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
消
防
団
の
-
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
魚
津
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

専

決

処

分

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て

-
平
成
同
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
l
号
)
の
専

決
報
告

案

件

一

・
魚
津
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
美

谷

隆

一
氏

魚
津
市
教
育
委
員
会
の
委
員
大
城
宗
文
氏
の
任
期
が
平
成
同
年

9

月

ω日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め

同

.::o:. 
思、

そ

の

他

一

・
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

.
決
議
の
提
出
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
の
未
臨
界
核
実
験
に
抗
議
し
、
あ
ら
ゆ
る
核
実
験
の
中
止
を

求
め
る
決
議

・
富
山
県
日
韓
友
好
議
員
連
盟
訪
韓
国
へ
の
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

派

遣

場

所

韓

国

派

遣

期

間

叩

月

8
日
制

i
m月
日
日
同

派

遣

議

員

山

崎
昌
弘

・
友
好
親
善
都
市
井
原
市

へ
の
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

派
遣
場
所
岡
山
県
井
原
市

派

遣

期

間

叩

月

M
日
ω

(

)

日
月
刊
ω
日
附

派
遣
議
員
山
崎
昌
弘
、
河
崎
直
通
、

寺
崎
孝
洋
、

飛
世
悦
雄
、
梅
原
健
治

久
保
田
満
宏
、

一決

算

特

別

委

員

会

一

O
は
委
員
長
、

。
は
副
委
員
長

。
清

水

修

三

O
朝
野
彰
二

寺

崎

孝

洋

梅

原

健

治

贋
田

俊

成

菊

池

達

贋

中
田
尚

一つ
い
て
は
什
月
発
行
の
「
議
会

一だ
よ
リ
」
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
5

一チ
ャ
ン
ネ
ル
の
議
会
再
放
送

一(
※
放
送
日
・
時
間
に
つ
い
て
は

一ケ
ー
ブ
ル
ガ
イ
ド
参
照
)
を
ご

一覧
く
だ
さ
い
。



ニ
れ
か
句
る
す
勺
し
L

乎
へ
金
が
続
i

い
て
守
し
の
で
す

日
本
女
子
体
育
大
学
軟
式
野
球
部

主
将
西
浦
麻
衣
子
さ
ん
(
吉
島
出
身
)

魚
津
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
夏
に

東
部
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い

た
り
、
電
車
の
車
内
に
い
る
大
学
生
を
見
か

け
て
は
、
「
女
子
野
球
が
魚
津
で
開
催
さ
れ
て

い
る
ん
だ
な
」
と
感
じ
な
が
ら
育
っ
て
き
た

と
い
う
西
浦
さ
ん
。
当
時
は
ま
さ
か
自
分
が

大
会
に
出
場
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

「
先
輩
た
ち
の
女
子
野
球

へ
の
想
い
を
受
け

継
ぎ
、
後
輩
た
ち
へ
と
伝
え
る
中
で
、
様
々

な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
会

を
通
し
て
成
長
で
き
た
自
分
が
あ
り
ま
し
た
」

と
4
年
間
の
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

西
浦
さ
ん
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
か
ら
続
い
て

い
る
こ
の
女
子
野
球
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ

と
こ
の
大
会
が
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。
い
つ

か
私
た
ち
の
大
学
が
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

日
本



マJ
鼻
昂

υ@出
場
記

g
a
J

費
削
短
期
筑
豊
富
富
岡
女
手
短
期
実
断
書
号
一一働問

女子野球の原点がここに・

「魚津だより」販売中

大会20回を記念し、女子大野球の生

みの親ともいえる池田弥三郎さんの著

書「魚津だより」が再出版されました。

大会開催のきっかけも記されています

ので、この機会にぜひご購読くださし ~o

魚津市立図書館、ありそドーム、明文

堂魚津居などにおいて 1冊1200円で販

売中です。

V問合せ先

ありそドーム

た
ん
め
さ

リ

1

1
と
梨

i
l
l
l
つ
緒

?
パ
U
E

ぺ1
i
i
l
L
主
影

/
1
1
i
l
l
l
v
 

7
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
富
山
短
期
大

学
。
夏
に
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
「
ぜ
ひ
、
出
た

い
!
」
と
集
ま
っ
た
の
は
日
人
で
、
準
々
決

勝
ベ
ス
ト

8
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
。

1
年
で
主
将
を
つ
と
め
た
影
近
香
緒
梨
さ

ん
は
「
み
ん
な
で
一
緒
に
戦
え
て
、
今
年
の

夏
は
本
当
に
大
き
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
忙
し
く
て
、
こ
の
大
会
に
出
る
の
は

難
し
い
で
す
が
、
も
し
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、

ぜ
ひ
も
う
一
度
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
み
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

fi23-6550 



こ
の
事
業
は
、
タ
イ
の
文
化
に
触
れ
、
生
活
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
の
理
解
と
友
情
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
7
年
か
ら
隔
年
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

今
回
で
魚
津
か
ら
の
派
遣
は

6
回
目
。
ジ
ュ
ニ
ア
大
使

た
ち
は
、
ま
ず
そ
の
歓
迎
ぶ
り
に
大
感
激
。
人
と
人
と
の

交
流
の
す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
ひ
と
ま
わ
り

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

( 主な出来事 I
8
月
幻
自
蜘

市
役
所
に
て
結
図
式
後
、
関
西
空
港
へ
出
発
。

深
夜
の

l
時
日
分
便
に
て
バ
ン
コ
ク
へ

。

8
月
刊
日
日
中
市

バ
ン
コ
ク
で
乗
り
換
え
チ
ェ
ン
マ
イ
へ

。

チ
ェ
ン
マ
イ
の
気
温
は
、
日
本
が
暑
か
っ
た
せ
い
か
若
干
涼
し
く

感
じ
ら
れ
た
。

プ
ラ
・
シ
ン
寺
院
へ

。
突
然
、
タ
イ
の
中
学
生
に
日
本
語
で
話
し

か
け
ら
れ
た
。
タ
イ
で
は
、
英
語
の
他
に
も
う

1
か
国
語
勉
強
す
る

と
の
こ
と
。
日
本
語
は
か
な
り
の
人
気
ら
し
い
。

そ
の
後
、
在
チ
ェ
ン
マ
イ
日
本
国
総
領
事
館
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
役

所
表
敬
訪
問
。
市
役
所
で
は
、
魚
津
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記

念
品
等
を
渡
し
た
。

夜
は
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
。

こ
こ
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
初
め
て
対
面
。
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
優
雅
な
タ
イ
舞
踏
を
見
な
が
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
食
事
を
す
る
う
ち
に
、
次
第
に
打
ち
解
け
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。

終
了
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
先
へ

。

8
月
お
日
働

市
内
の
小
学
校
、
大
学
を
訪
問
。

ス
リ
ド
ン
チ
ャ
イ

校
で
は
、
校
門
に
生
徒
た
ち
が
列
を
作
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
タ

ィ
の
生
徒
は
、
幸
運
を
意
味
す
る
と
い
う
紙
細
工
の
作
り
方
を
教
え

て
く
れ
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
大
使
た
ち
も
、
折
り
紙
(
鶴
)
、
習
字
を
披
露。

そ
の
後

校
庭
へ
出
て
蝶
六
を
披
露
、
校
庭
で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
踊

り
に
見
入
っ
て
い
た
。

パ
ヤ
ッ
プ
大
学
で
、
大
学
の
日
本
祭
り
に
参
加
し
蝶
六
を
披
露
。

そ
の
後
、
叩
月
に
魚
津
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
す
る
日
本
語
学
科
の
学
生

川
名
と
ぺ
ア
に
な
っ
て
交
流
。
学
生
は
真
剣
そ
の
も
の
。

8
月
初
日
制

映
画
「
星
に
な
っ
た
少
年
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た
チ
ェ

ン
マ
イ
北
部
の
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
キ
ャ
ン
プ
へ

。
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
初

め
て
の
象
の
試
乗
。
そ
の
後
、
ド
イ
・
ス
テ

l
プ
寺
院
を
見
学
。

夜
は
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ

ィ。

大
使
が
族
衣
装
を
着
て
登
場
。
カ

ン
ト
!
ク
デ

ィ
ナ
ー
(
民
族
舞
踊
を
見
聞
き
し
な
が
ら
タ
イ
北
部
の
料

理
を
味
わ
う
こ
と
)
を
楽
し
ん
だ
。

8
月
幻
日
制

チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
向
か
う
。
ホ
テ
ル
や

空
港
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
。
お
互
い
涙
な
が
ら
の
別
れ

品
わ
。バ

ン
コ
ク
市
内
で
王
宮
や
エ

メ
ラ
ル
ド
寺
院
等
を
見
学
。

深
夜
便
に
て
帰
国
。
(
翌
お
日
午
後
に
魚
津
着
後
解
図
式
。)



遠く親しいチェンマイに行ってみて

チェンマイ市を初めてみたとき、広大だと僕は思いま

した。パスでチェンマイ市中心部へ行く問、大きな幹線

道路がいくつもあり、道路沿いには大型屈が立ち並び、

中心部の商居街では多くの人が行きかっていました口

また、日本製の自動車やオ トパイがたくさん走って

いる豊かな場所でした。さらに、ナイトバザールという

百以上の露天が軒を連ねる日本でいう夜届が毎日ありま

した。

しかし、最も驚いたことは、寺院が壮大で豪華だった

ことです。

これは市民からの寄進によって今もその姿が保たれて

いるらしく、熱心に仏教を信仰しているのだと感激しま

した。そして、多くの人が熱心に参拝していました。ま

た、お坊さんも日本では、寺にこもって修行をするとい

う感覚があリますが、チェンマイでは、街中に出られる

ことが多く、手を合わせている人がいるほど¥ チェンマ

イでは仏教と生活が深く結びついているのだと実感しま

した。

Memory of Chiangmai 
夜明け前のタイ、バンコク空港に降り立った時、ハー

ブのような匂いがしました。

その時、日本から遠く離れた国へ来たんだなあという

気持ちになりました。

青い空に輝く黄金の寺院や仏像、活気のある屋台がず

らっと並んだナイトバザール、辛くてほんのり甘い昧の

タイ料理、ゾウの背中に結んだ力ゴに乗ったことなど、

どれも珍しく、そしてわくわくするようなタイの国を味

わいました。

寺院では、糸

でできたお守り

を腕につけても

らいました。

※右が島崎君

もう一つ驚いたことがありました。親切な人が多いこ

とです。実際にあったことですが、ホームステイ先のお

父さんに、ある日の予定が変更されていることを知らず、

僕が、 7時45分までに先生方の所につかなければならな

いと言うと 「大丈夫、 8時半までだよ」と優しく教えても

らったうえ、気を落ち着かせるためにと飴までもらった

ことがあリました。このように分からないことが多かっ

た僕にたくさんの人がその都度丁寧に教えてくださいま

した。また、 にこにこしている人が多く、滞在した 4日

間、安心して過ごせました。

こうして、短い期間でも言葉も文化も生活も違う所で

生活すると新しい発見や驚きが数多くありました。大変

印象深い交流でした。

西
部
中
学
校

3
年

島

崎

俊

光

く

ん

東
部
中
学
校

3
年

高

松

維

子

さ

ん

ぷ右が高台ミん j レ_，~ ¥ 〆

スリドンチャイ中学やパヤップ大学での友好親善交流

では、タイ舞踊と魚津の蝶六の交換発表、折リ紙ゃあや

とりをしました。言葉が通じなくても、日と目を合わせ、

握手をすることで互いの親愛の情を伝えることができる

ことに気づきました。

そして、何より私の心に残ったのは、ホームステイで

の生活です。暖かい朝食や朝市に連れて行ってくださっ

たリしたママ、自分の部屋を貸してくれたナン、片言の

英語や身振り手振りで会話をしてくれたノツ、まるで 4

番目の娘のように接してくださったドンジャイパパ、 3 
日目のお別れのパ ティの時、赤いタイシルクの民族衣

装を着せてもらい、家族みんなと写真を撮りました。と

てもうれしかったです。

タイの暮らしぶリは、日本と似ているところも違うと

ころもあリました。日本の生活の便利さや、タイと比べ

て足りないところなど、チェンマイに行ったから気づい

た大切な何かがあリました。

微笑みの国タイ、思いやりあふれるチェンマイの人たち

と接してすばらしい思い出ができました。ありがとうご

ざいました。

タイの学生と

一緒に折り紙で

豊島を折りましTι

西
部
中
学
校
教
頭
平
崎
和
則

「
は
あ
、
は
い
や
j
あ
(
)
.
・
・

」
の
唄
に
合
わ
せ
、
法
被
を
着
た
叩
人
の
子

供
た
ち
の
扇
子
が
舞
う
。
異
国
の
民
謡
に
誘
わ
れ
て
小
・
中
学
生
が
次
々
と
集
ま
っ

て
く
る
。

こ
こ
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
の
ス
リ
ド
ン
チ
ャ
イ
校
は
、
ち
ょ
う
ど
休
み
時
間
。

お
ら
が
町
H

魚
津
H

が
誇
る
「
蝶
六
踊
り
」
を
北
緯
日
度
の
異
国
の
地
で
堂
々
と
披

露
す
る
ジ

ュ
ニ
ア
大
使
た
ち
。
そ
の
姿
に
私
の
涙
腺
も
ゆ
る
む
。
同
校
の
子
供
た

ち
も
民
族
舞
踊
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
折
り
紙
や
書
道
、
タ
イ

の
紙
細
工
等
、
時
間
を
忘
れ
て
の
楽
し
そ
う
な
相
互
交
流
。
互
い
に
受
け
入
れ
る

気
持
ち
が
あ
れ
ば
言
葉
の
壁
な
ど
関
係
な
い
と
実
感
し
た
。

訪
ね
る
先
々
(
市
役
所
や
パ
ヤ
ッ
プ
大
学
等
)
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
た
ち
は
熱

烈
な
歓
待
を
受
け
た
。
日
年
間
の
友
好
の
証
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
か

が
違
う
。
実
に
微
笑
ま
し
い
顔
を
し
て
迎
え
て
く
だ
さ
る
。
「
子
供
」
が
大
使
な

ら
で
は
の
歓
迎
と
い
え
よ
う
か
。

チ
ェ
ン
マ
イ
を
離
れ
る
目
、

3
泊
お
世
話
に
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
抱
き
合
っ
て
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
言
葉
や
生
活

・
食

習
慣
の
違
い
な
ど
、
訪
問
前
の
不
安
は
も
う
微
塵
も
な
い
。

「
両
市
の
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
の
任
務
を
全

う
す
べ
く
、
た
だ
今
か
ら
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

こ
れ
は
、
生
徒
代
表
の
島
崎
俊
光
君
(
西
部
中

3

年
)
が
出
発
式
で
述
べ
た
言
葉
。
こ
の
言
葉
に
違

(
た
が
)
わ
な
い
十
分
な
手
応
え
を
感
じ
つ
つ
、

6

日
間
の
旅
を
終
え
、
帰
路
に
着
い
た
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

コ

ー

プ

ク

ン

カ

ッ
プ
(
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
)

団員(敬称略)

団長(魚津市教育長)長島 j累

教育総務課課長代理 殿村伸二

西部中学 校教 頭 平崎和則

東部中学校養護教諭 井口美智子

東部中学 2年 本田光明

東部中学 2年 山本裕貴

東部中学 3年 米田美穂

東部中学 3年 高松椎子

東部中学 2年 八木あがた

西部中学 3年 島崎俊光

西部中学 2年 政二 勝文

西部中学 2年 五十井玲衣

西部中学 2年 沼田彩花

西部中学 2年 峰松あゆみ



保
育
園
入
所
の
受
付
案
内

申
込
み
書
類
に
つ
い
て

叩
月
お
日
制
か
ら
、
各
保
育
園
及
び
社
会
福
祉
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

受
付
日
時

日
月
1
日
側

1
8
日
嗣
(
日
曜
・
祝
日
を
除
く
)

午
前
9
時

ω分
1
1
時

ω分
・
午
後
1
時
初
分

1
4
時

-
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
園
で
、
入
所
す
る
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
所
の
上
、

受
付
し
て
く
だ
さ
い
0

・
入
所
に
は
い
く
つ
か
の
基
準
(
両
親
が
共
働
き
、
母
親
が
出
産
、
病
気
療
養
あ

る
い
は
看
護
等
)
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
保
育
園
も
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

(
l
階
⑦
窓
口
)

amω

・
1
0
0
6

表覧園コ~
同保内市表覧園:zx 同保

電話住所定員保育園名電話住所定員保育園名

23-9176 友道1842-245人魚津愛育園22-0469 本町1-4-9110人魚津保育園

23-9179 緑町下3090人道下保育園22-1301 新金屋2-13-2140人魚津第二保育園

23-9171 青島195-9140人青島保育園22-1378 上口1-3-2090人上口保育園

23-9170 経団西町1-32110人経田保育園22-0543 双葉町4-330人川原保育園

23-9172 住吉25180人住吉保育園22-0802 吉島729190人吉島保育園

32-9005 島尻81830人片貝保育園22-6351 吉島13290人加積保育園

33-8008 金山谷2899-245人松倉保育園24-4600 本江1390-3150人本江保育園

31-9016 

23-9175 

小川寺138

大海寺野1344

45人

80人

西布施保育園

野方保育園

31-7585 東尾崎5471-1150人天神保育園



幼
雛
園
入
国
の
受
付
案
内

受
付
は
、
下
記
の
と
お
り

各
国
に
て
行
い
ま
す
。
た
だ

し
見
学
は
、
下
記

の
期
間
に

か
か
わ
ら
ず
随
時
受
付
て
い

ま
す
。

対象児

置E
(平成15.4.2'"'-'16.4.1生)

遜現
(平成14.4.2'"'-'15.4.1生)

雪国
(平成13.4.2'"'-'14.4.1生)
※定員各鼠各20名程度
(在園児を含みます)

亙E
(平成15.4.2'"'-'16.4.1生)

圃E
(平成14.4.2'"'-'15.4.1生)

置E
(平成13.4.2'"'-'14.4.1生)
※3歳未満児の入国希望に

ついてはご棺談く ださい。

11月10日働"'21日(火)
午前8時30分~午後5時
※土・日曜は除く

10月20日働より随時受付

午前9時~
※土・日曜、祭日は除く

受付期間

私立明星幼稚園

H24-1449 

大送迎パスが利用

できます。

市立大町幼稚園

H23-9174 

市立経由幼稚園

H23-9173 

幼稚園名

就
学
時
健
康
診
断
の
ご
案
内

13:00r-.J 13:20 

平
成
問
年

4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を、

次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

該
当
者
平
成
ロ
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
日
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

会

場

就

学

予

定

の

各

小

学

校

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
総
務
係

(市
役
所
第
一
分
庁
舎

2
階
)

2
n
・1
0
4
4

受付時間健診日小学校名

12:45r-.J 12:55 11月10日(到大町小学校

13:10r-.J13:25 11月15日休)村木小学校

13:00r-.J 13:20 11月14臼伏)吉小学校住

13:15r-.J 13:25 10月20日(到上中島小学校

13:00r-.J 13:20 10月24日(火)松倉小学校

13:00r-.J 13:15 10月17日(火)上野方小学校

13:00r-.J 13:20 

12:45r-.J 13:00 

11月 7日(火)

10月11日(水)

本江小学校

片貝小学校

13:00r-.J 13:20 10月18E3 (水)島小学校士
ロ

13:00r-.J 13:20 10月 4E3 01<) 道下小学校

13:00"'-' 13:20 10月13日(翁小学校田経

13:00r-.J13:15 10月24日(火)坪野小学校

10月 3日(火)西布施小学校



ク
マ
は
冬
眠
に
備
え
る
た
め
、
秋
は
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

特
に
、
今
年
は

7
月
か
ら

8
月
に
か
け
て
、
北
陸
自
動
車
道
沿
線
の
広
範
囲
な

地
域
に
お
い
て
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ク
マ
の
活
動
が
例
年
よ

り
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
は
本
来
臆
病
な
動
物
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
子
連
れ
グ
マ
の
場
合
は
母
グ
マ
が
子
グ
マ
を
守
る
た
め
、
人
聞
が

存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
で
も
人
間
を
威
嚇
す
る
こ
と
が

圃

あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

一回

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
山
中
ヘ
入
る
こ
と
は
出
来
る

酬

だ
け
控
え
る
と
と
も
に、

キ
ノ
コ
狩
り
や
紅
葉
狩
り

闘

で
山
中
に
入
る
場
合
に
は
、
十
分
警
戒
す
る
こ
と
が

幽

必
要
で
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で

』

も
人
家
周
辺
の
カ
キ
や
ク
リ
を
食
べ
物
と
し
て
い
た

ク
マ
の
報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
の
生
活
に
も

注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

県では木の実の結実状況からツキノワグマの

出没予測(平成iE:J年8月UI日)を発表しています。

今年の予測結果では、クマの秋の主食となるプ

ナ、ミズナラ、コナラについては不作~凶作で

実が並作~豊作であるため、一昨年のような異

常出没の恐れはないと予測されています。

ただし、台風等の気象条件により木の実が落

クマからの人身被害を防止するために・
①地域のクマの出没状況を確認しましょう。

②ラジオ、鈴、箇などを携行し、人間の存在

をクマに気付かせましょう。

③必ずグループで行動しましょう。

④クマの活動が活発な朝夕の薄暗いうちは、

屋外での行動を避けましょう。

⑤周囲の状況にも十分気を配り、子グマやク

マの糞などを見つけた場合には引き返しま

しょう。

※クマを目撃した場合は下記までご連絡を!

V間合わせ・連絡先
みどり保全課(3階)ft23-1036

明mll舗蕗3
Z疫湾号以芋おロ&

あなたも一緒に楽しく学んでみませんか?
見学は自由です。
対象は市内に在住もしくは、市内に勤務している勤労青少年です。

固合目先|勤労青少年ホーム ft22・4330

時間

17:30"'-'21:00 

曜日

月

サークル
社交ダンス

手話サークル 19:00"'-'21 :00 

スン
一
ダ

プ
卜
一
一

向
J

H

Jt
p
 
ス

月

1 9:00"'-'21 :00 月.7]< 

1 9:00"'-'21 :00 水・金軽音楽

材料費時間曜日室教
一茶

一茶

養

一抹

一煎

教
一 2，000円18:00"'-'21 :00 月

2，000円18:00"'-'21 :00 7]< 

水

木
3，300円

18:00"'-'20:30 

18:30"'-'21 :00 
料理

3，500"'-'4，000円17:00"'-'20:00 木生花

1 ，300円1 9:00"'-'21 :00 金着物着付



人事行政の運営等の状況の公表に関する条例(平成17年魚津市条例第 2号第 6条)に
、平成18年度の魚津市人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。

-・ 職員数に関する状況

・部門別職員数に関する状況 単位 :人単位:人 .一般行政職の級別職員数の状況

部門 4平月成1日17現年在 4平月成1日18現年在 対増前減年数度

一般行政 284 281 ム3

特別行政 117 114 ム3

公営関企係業 49 49 。
言十 450 444 ム6

(注)国の定員管理調査の基準による。
地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含
み、臨時又は非常勤職員を除いています。

タ
マ
に
ご
注
思
を
日

U
H
)

げ

点

吋

…

以

階級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

職務 主技事師 主技事師 主任 主係査長 課冨長l主代幹理 課主長幹 部次長長

職員数 19 31 70 19 30 43 7 

(注)国の給与実態調査の基準による。
給料表については、平成18年4月1日に改正され、区分が9級制から7級制に変更されました。

18年度
(前年度比)

職員数
(a) 

391人
(ム2人)

ヰ一

η
U

・
米
一
町
沖

給
一
白
川
山

当手勉動末

時
刊当手員職

62，224 
(ム17，170)

636，311 
(ム2，381)

平均年齢

40歳10月
( 8月)

計(b)

2.267.312 
(ム26，038)

単位:千円

1人当たり給与費
(b)/(a) 

5)99 
(ム36)

(注)職員数は、平成18年度一般会計の当初予算に計上された人数です。
職員手当には退職手当を含みません。

給与費は、当初予算に計上された額です。

-職員の初任給及び経験年数
学歴別平均給料の状況

区分 初任給 経験年数年 経10験~年15数年 経験年年数
7 ""10 15""20 

大学卒 176，800円 232，700円 277，200円 324，800円
一般行政

間ロJbι、ー人十人ー 142，800円 210)00円 263，800円

-期

期末手当・勤勉手当

|期末手当 |勤勉手当

6月
12月

年
年
年
額

0
5
5
支

2
2
3
艮

続
続
続
劃

勤
動
動
最

分
分
月
月
ハU
n
u

寸

f
f
寸
F
f

n
l
u
n
H
U
 

分
分
月
月
ハU
n
U

A
斗
a
円
円
)

合計 I 3.00月分 I 1.40月分

(加算措置の状況)
職制上の段階、
職務の級等による加算措置
・役職加算 5""15% 

度)

退職手当

勧奨・定年
27.30月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

1人当たり平均支給額 3，924千円

-特別職の給料・報酬などの状況

、 . --ー一
----

区分 (前月年度額比)

市長 935，000 円円
(ム15，000pj)

助役 750，000 円円
(ム10，000pj)

料
670，000円収入役 (ム10，000円)

議長 467，000 円円

幸良
(ム3，000pj)

副議長 418，000 円円
(ム2，000pj)

酬
388，000 円円議員 (ム2，000pj)

期末手当 17年度(::1:実0績月 3.3月分
分)

(加算措置の状況) ・役員加算 40% 

(注)1特別職報酬等審議会」の答申に基づいて条例
で定めています。



「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ペ

l
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

情
報
広
報
課
岱
お
・

1
0
1
5
F
A
X
n
・
1
0
7
6
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

8
月
初
日
、
第
幻
回
全
国
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会
男
子
初

m

ハ
ー
ド
ル
決
勝
。
そ
こ
に
は
本
江

小
学
校
6
年
上
嶋
拓
く
ん
の
姿
が
。

全
国
の
強
豪
選
手
が
ひ
し
め
く
中
、

見
事

3
位
に
入
り
ま
し
た
。

上
嶋
く
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の

は
5
年
生
の
と
き
。
「
足
が
遅
か
っ

た
の
で
、
も
っ
と
速
く
な
り
た
い

と
思
っ
て
ス
ポ
少
に
入
っ
た
」
と

足
が
遅
か
っ
た
な
ん
て
う
そ
の
よ

う
な
話
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
リ

レ
!
の
選
手
に
も
選
ば
れ
て
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ

て
速
く
な
っ
た
の
か
と
訊
ね
る
と

「
休
ま
ず
真
面
目
に
練
習
し
た
か

ら
」
と
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
記
録
更
新
へ
と
結
び
つ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
自
身
の

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
指
導

し
て
く
れ
た
方
の
お
か
げ
だ
言
い

ま
す
。
「
ス
ポ
少
に
入
っ
て
な
か
っ

た
ら
、
絶
対
速
く
な
っ
て
な
か
っ

た
。
本
当
に
指
導
者
の
お
か
げ
」

拓

魚津陸上スポーツ少年団
かみしま

上嶋
降毎週金曜日、吉田グラウンドで練習

に励んでいます。

6
年
生

松雪
崎5
て

つ

や

哲
也
く
ん

ぼ
く
の
夢
は
、
中
学
生
や
高

校
生
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
野

球
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

た
だ
続
け
る
だ
け
で
は
な
く
て、

熱
い
試
合
を
た
く
さ
ん
経
験
し

て
み
た
い
で
す
。

6
年
生

石
倉

こ

と

み

琴
実
さ
ん

私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
園

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
わ

け
は
、
私
が
小
さ
い
と
き
の
保

育
園
の
先
生
が
や
さ
し
く
て、

元
気
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
、
小
さ
い
子
の
め
ん
ど
う
を

事
ヌ
ト
l
リ
l

小
学
生
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
と

ス
ロ
ー
ボ

l
ル
と
い
う
球
し
か

投
げ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
打

率
も
上
が
る
の
で
す
が
、
中
学

生
か
ら
は
変
化
球
も
あ
る
の
で
、

打
ち
に
く
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
ん
な
球
も
打
て
る
よ

う
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま

す
。最
終
的
に
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
る
の
が
夢
で
す
。
兄
も

高
校
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
の

で
、
ま
ず
、
兄
を
目
標
に
し
て

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

見
る
の
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

私
が
保
育
園
の
先
生
に
な
っ

た
ら
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
ご

飯
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
り
、

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
あ
げ
た
り
し

た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
親
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
け
が
を
さ
せ

な
い
で
、
無
事
に
家
に
帰
し
て

あ
げ
た
い
で
す
。

そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

も
、
今
か
ら
努
力
し
て
勉
強
し
、

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。



山3
崎5

そ
の
こ

園
子
さ
ん
87 
歳

(
中
央
通
り
)

と
よ
き
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
上
嶋

君
の
才
能
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
す
。

今
は
、
や
っ
ぱ
り
ハ
ー
ド
ル
が

得
意
種
目
で
す
が
、
「
本
当
は

l

o
o
mの
ほ
う
が
自
信
が
あ
っ
た

の
で
、
ハ
ー
ド
ル
で
出
場
す
る
と

は
思
っ
て
な
か
っ
た
。

5
年
の
と

き
は
遅
か
っ
た
か
ら
。
で
も

6
年

で
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
に
し
て
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
速
く
な
っ
て

い
た
」
と
こ
こ
一
年
で
著
し
い
成

長
を
遂
げ
た
の
で
す
。

県
大
会
で
は
敵
な
し
の
上
嶋
く

ん
。
「
全
国
大
会
で
は
、
決
勝
ま

で
行
け
た
ら
い
い
な
あ
」
と
気
楽

な
思
い
が
。
そ
の
た
め
大
会
当
日

は
「
全
然
緊
張
は
し
な
か
っ
た
」

と
気
負
い
も
な
く
、
い
つ
も
ど
お

り
に
走
れ
ま
し
た
。

大
会
で
の
記
録
は
予
選
ロ
秒
目
、

準
決
勝
が
ロ
秒
初
、
決
勝
で
は
ロ

秒
刊
と
走
る
ご
と
に
、

0
・1
秒

ず
つ
タ
イ
ム
が
縮
ま
り
ま
し
た
。

決
勝
の
タ
イ
ム
は
、
自
己
ベ
ス
ト

で
県
新
記
録
と
い
う
素
晴
ら
し
い

も
の
で
す
。
「
本
当
に
県
新
記
録

だ
っ
た
の
か
最
初
は
ピ
ッ
ク
リ
し

た
」
と
走
り
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
は

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

今
後
も
陸
上
を
続
け
て
い
く
と

い
う
上
嶋
く
ん
。
夢
を
訊
ね
る
と

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
」
と
す
ぐ

さ
ま
返
事
が
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今月で米寿を迎えられる山崎さんは、魚

屋を営んでいます。もともと実家が魚屋で、

10歳くらいからすでに市場に行って買出し

をしていたとか。今でも毎朝 5時から屈に

でています。「今までやっとった仕事はでき

んけど、電話に出たり、伝票つけたりしと

るが」とまだまだ健在です。「お客さんから

届におらんと愛想もないって言われるから、

話聞いたりしとる」と魚屋での仕事が生き

がいとなっているようです。

また山崎さんは魚津大火の被災者でもあ

りました。「火の勢いが速くて何にも荷物持

てんだん。でも、帳簿とそろばんだけは担

いで逃げたわ。その後はバラック小屋を建

てて、商売を続けたん。ぽんと大変ゃった

わ」と裸一貫で再出発したそうです。

「音から商売で生きてきたから、今さらや

められんちゃ。自分でしてきた商売ゃから

続けていきたい」とまだまだこれからも魚

屋人生を歩んでいきます。

市
民
@
ひ
る
ほ

() 

/特 ¥
f)~ーケ~tlí
J筋

初
め
て
保
育
園
訪
問

魚
津
市
国
際
交
流
員

ラ
イ
ア
ン
ヒ
ギ
ン
ズ
さ
ん

(
イ
ギ
リ
ス
出
身
)

私
は
初
め
て
本
江
保
育
園
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私

の
国
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
話
を

し
ま
し
た
。
以
前
に
も
子
供
に

英
語
を
教
え
た
事
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今

回
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

教
え
る
の
が
久
し
ぶ
り
だ
か
ら

で
す
。
も
う
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス

の
国
名
の
話
は
、
か
な
り
複
雑

だ
か
ら
で
す
。
や
や
こ
し
い
話

を
少
な
く
し
、
で
き
る
だ
け
簡

単
に
平
庄
h

た
ち
に
説
明
し
た
か
っ

た
の
で
す
。

し
か
し
本
江
保
育
園
の
子
供

た
ち
と
会
っ
た
時
、
と
て
も
元

気
に
私
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
の

で
、
安
心
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
手
を
振
り
な
が
ら
、
挨
拶

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

ク
ラ
ス
が
終
わ
っ
た
ら
、
握
手

を
し
な
が
ら
「
∞

g
可
O

戸
(
シ

l

ユ
l
)
」
や
「
寸
『
記
長
ヨ
)
戸
(
サ

ン
キ
ュ
!
と
な
ど
私
に
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が

頑
張
っ
て
英
語
を
使
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま
し

た。
み
ん
な
で
ゲ
l
ム
や
ク
イ
ズ

を
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
事

を
勉
強
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
最
悪
の
食
べ
物
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
ク
イ
ズ
や
、
私
が
言
っ
た

国
の
旗
に
走
っ
て
い
く
ゲ
l
ム

を
し
ま
し
た
。
と
て
も
元
気
に

参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
や
や
こ
し
い
イ

ギ
リ
ス
の
話
は
、
あ
ま
り
問
題

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
会
っ

て
遊
ん
だ
り
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。



浄

化

セ

ン

タ

ー

ま

つ

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
知
ろ
う

9
月

2
日
、
魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
第

3
回

浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

9
月

凶
日
は
下
水
道
の
日
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
そ
の

役
割
と
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
公
共
下
水
道

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
施
設
見
学
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
道
下
小
学
校
の
児
童
や
、
下
水
道
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
松
倉
地
区
の
方
な
ど
、
約

1
0
0

人
が
参
加
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
ク
イ
ズ
に

し
て
施
設
内
を
巡
る
「
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

l
」

や
、
は
し
ご
消
防
車
に
乗
っ
て
施
設
を
眺
め
る

「
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど
を
通
し

て
、
施
設
の
役
割
を
学
び
ま
し
た
。

学
び
の
森
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

M
O
R
l
 
R
O
C
K
 
F
E
E
S
 η
L
n
u
n
u
n
h
u
 

9
月

9
日
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
学
び
の
森
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

(
M
O
R
I
R
O
C
K
)
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
野
外
ラ
イ
ブ
に
は
、
こ
こ
学
び
の
森
を
拠

点
と
し
て
活
動
し
て
い
る

9
0ハ
ン
ド
が
出
演
。

日

中
印
度
を
越
す
暑
さ
の
中
、
多
く
の
若
者
が
訪
れ

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
は
ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
、
オ
ー
ル
デ
ィ

l

ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
会
場
に
は
、
ラ
イ
ブ
の

ほ
か
に
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
や
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
「

B
I
N
G
O
」
が

演
奏
し
、
大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

り

何

ジl

エ・
ン

ト

8
月
初
日
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

で
夕
日
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
日
本

海
に
悠
々
と
沈
む
夕
日
を
バ
ッ
ク
に

イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
は
閉

園
時
間
が
午
後
日
時
ま
で
と
、
例
年

よ
り
1
時
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

観
覧
車
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
の
ミ
ラ
ー

ジ
ュ
ラ
ン
ド
は
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ

ル
な
ど
で
大
賑
わ
い
。
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
、

訪
れ
た
人
は
夏
の
し
め
く
く
り
を
満

喫
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

9
月
日
目
、
魚
津
愛
育
園
の
園
児

mm
人
と
角
法
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
の
方
々

が
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
い
に
く
の
雨
で
恒
例
の
「
梨

狩
り
ハ
イ
キ
ン
グ
」
は
中
止
。
今
年

は
、
魚
津
ハ
ウ
ス
内
で
園
児
た
ち
が

歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
大
き
な
あ
い
さ
つ
に
、

入
居
者
の
方
々
は
元
気
な
笑
顔
で
お

ム
返
し
。
「
肩
た
た
き
の
歌
」
で
は
年

パ

長
さ
ん
ら
が
、
歌
い
な
が
ら
肩
を
た

ノ
た
い
て
あ
げ
、
み
な
さ
ん
大
喜
び
で

し
た
。

一
緒
に
梨
を
食
べ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。



ぐ1
米

寿

お

祝

の

∞ω
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

9
月
間
山
、
口
日
の
両
日
、
市
内
に
住
む
鎚
歳
を

迎
え
ら
れ
る
方
に
米
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
祝
状

と
祝
品
を
贈
り
ま
し
た
。
今
年
度
め
で
た
く
米
寿

を
お
迎
え
に
な
る
方
は
、

1
5
0
人
(
男
初
人
、
女

1
1
1
人
)
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

諏
訪
町
に
お
住
ま
い
の
猟
場
政
治
さ
ん
も
そ
の

l
人
で
す
。
打
目
、
猟
場
さ
ん
の
お
宅
を
伺
う
と
、

息
子
さ
ん
夫
婦
も
一
緒
に
米
寿
を
祝
っ
て
い
ま
し

た
。
民
生
部
長
が
お
祝
い
状
を
手
渡
す
と
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
元
気
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

健

康

福

祉

の
賓客
~_，、

と

安
心
・
し
あ
わ
せ
・
元
気
な
福
祉
社
会

9
月
お
日
、
あ
り
そ
ド
!
ム
で
健
康
と
福
祉
の

祭
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
健
康
守
つ
く
り
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
生
き
が
い
活
動
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
保
健
と
福
祉
が
一
緒
と
な
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
紹
介

す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
手
芸

や
点
字
教
室
も
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
ま
ち
の

保
健
室
」
で
は
、
血
糖
・
体
脂
肪
測
定
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
が
相
談
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
手
話
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

三
世

代
同
居
家
族

5
組
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

() 

Lミ典

8
月

m日
、
市
営
吉
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
芝
生
敷
設
完
成
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
健
康
と
体
力
の

向
上
を
目
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
広

く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、

富
山
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が

6
月
に
寄

付
を
申
し
入
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、

Y
K
K
A
P
サ
ッ

カ
ー
部
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
保
育
園

児
に
よ
る
交
流
試
合
も
行
わ
れ
、
新

し
い
芝
生
で
ボ

l
ル
と
触
れ
合
い
ま

し
た
。
整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

9
月
幻
日
か
ら
却
日
ま
で
は
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
し
た

が
、
運
動
の
初
日
と
な
る
幻
日
、
市

役
所
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
交
通

安
全
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
o

m
日
に
は
「
交
通
事
故
梨
作
戦
」
と

銘
打
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
梨
を
配
り
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
、
特
に

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー

1
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
を
持
っ
て
運

転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



曜日の記載のないものは、
平日に実施しています。
E謹王宮1;将湿E藷会宣語幹Am靖
9時~17時
彦達率=F，縄 (予約制)
第4火曜日 1 3時~1 6時

臨室長Zi=院選
第 1 ・ 3 木曜日 1 3時~ 16時

以上の相談については
市民相談室(市役所 1階)
223-1003 

E~~'i1j;院選 第 2 金曜 日 13 時"'-'16時
会場 サンプラザ3階
砂問合せ先

富山地方法務局

222 0461 
EI宣藷j=F，君事

9 時~ 1 6 時

市教育センタ-

ii23-1717 

富
山
県
内
の
海
岸
で、

注
射

針
や
薬
の
び
ん
な
ど
の
医
療
系

廃
棄
物
が
漂
着
し

て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た。

こ
れ
ら
の
も
の
は
感
染
症
な

ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

発
見
し
た
場
合
に
は
絶
対
に
手

を
触
れ
ず
、
速
や
か
に
左
記
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

V
連
絡
先

新
川
土
木
セ
ン
タ
ー

海
岸
港
湾
班

2
M
・
5
3
1
1
(内
線
3
5
8
)

環
境
安
全
課
環
境
係

(
1
階
⑪
窓
口
)

岱
お

・
1
0
4
8

窓
口
取
扱
い
時
聞
が
延
長

日
月
2
日
間
か
ら
市
役
所
、
分

庁
舎
な
ど
の
窓
口
取
扱
い
時
間
が

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

取
扱
時
間

午
前

8
時
叩
分
か
ら

午
後

5
時

ω分

※
毎
週
月
曜
(
休
日
の
時
は
火
曜
)
は
、

市
民
課
窓
口
業
務
の
取
扱
い
時
間

を
午
後
7
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

縦
覧
期
間

叩
月
初
日
樹

1
1月
3
日
幽

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
役
所

2
階
総
務
課
内

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

岱
お

・
1
0
1
9

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
開
始
の
お
知
ら
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
「
法

テ
ラ
ス
」
が
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
(
、
)

E~J:'III議場浪芸家5隠

市社会福祉課

823-1006 
EZ署長室擁護

8 時30分~ 17時 15分

市商工観光課

823-1025 

藍丞ま藩建長を:~i;欄
9 時~ 1 7時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)
ii23-1091 

を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ

ー

ビ
ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
叩
月
か
ら
業
務
を
開
始

し
ま
す
。
法
的
ト

ラ
ブ

ル
を
解
決

す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
の
か
わ
か
ら
な

い、

ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
っ
た
と
き
は
、
左
記
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

主
な
業
務

情
報
提
供

・
民
事
法

律
扶
助
・

司
法
過
疎
対
策

・
犯

罪
被
害
者
支
援

・
国
選
弁
護
関

連
業
務

V問合せ先
一般相談

fi0570-078374 

犯罪被害者相談
fi0570心79714

法テラスホームページ
www.houterasu.or.jp 

日本育法支援センター
富山地方事務所

fi050-3383-5480 

行
政
相
談
週
間

総
務
省
で
は
、
今
年
も
叩
月
日

日
間

l
m
日
同
を
「
行
政
相
談
週

間」

と
定
め
、
各
種
行
事
を
(
¥
ぷ ZE主著迂!t]返事完i:(i記事

8時30分"'-'17時
障害者交流センタ-

223-5260 開23-5261
E言語持廼
毎月第 2水曜日
1 3時~ 16時 3 0分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通り イヘ"ン トホー ) ~) 

822 5078 
Eg重量~1:F.縄

9 時~ 17時

健康センタ-
ii24-3999 

全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

魚
津
市
で
は
、
毎
月
第
1
・
3

木
曜
の
午
後
l
時
か
ら

4
時
に
行

政
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

総
務
省
富
山
行
政

評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

8
0
5
7
0
・
0
9
0
1
1
0

用
水
を
減
水
し
ま
す

片
員小八
口
発
電
所
設
備
の
修
繕
工

事
の
た
め
用
水
を
減
水
し
ま
す。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
水
期
間

(7
日
間
)

日
月

1
日
附

1
1月
7
日

ω

減
水
区
間

黒
谷
頭
首
工
取
水
口
j

円
筒
分
水
槽
間

V
問
合
せ
先

北
陸
電
力
側
魚
津
支
社
電
力
部

発
変
電
保
守
課

8
M

・
6
2
8
5

魚
津
市
土
地
改
良
区

a
n
・
5
6
5
6

9 時~17時

子育て支援センタ-

ii24-0415 

所支

一

津

タ

魚

ン

一

セ

タ

援

ン

i
i
i
一

支

似

時

セ

日

劇団闇
慎一

タ

灯

括

刊は
i
I叩
生

閃

閉山闘
行

ン

げ

包

品
副

~
厚

-
副

~
セ
一

域

お
開
幽
時

川

μ
閉
嗣
時

通

辺

地

雷
同
副
9
新

宮

間悶削

9
交
官

E2動部品宮主主藍4Eiz闘

Emt~a施軍事E務自E

禁漁期間

平成18年10月1B
"'-' 18年10月7B
平成18年12月1日
~19年解禁日

通年

平成18年8月1日
"'-' 18年12月31B 

魚種

イワナ | 

，" I平成18年10月1日
ヤマメ・アマコ|

I "'-' 1 9年2月末日
ーンマス l 

アユ

サケ

マス

島
脇
島
島
民
館

た
だ

し、

次
の
区
域
は

9
月

初
日
倒
か
ら
叩
月
白
日

ωま
で
の

期
間
、
漁
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
片
貝
川
・
布
施
川
》

富
山
地
方
鉄
道
線
鉄
橋
下
流
端
よ
り
下

流
の
区
域

《
角
川
》

県
道
1
3
5
号
線
角
川
橋
下
流
端
か
ら

下
流
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端
の
区
域

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
水
産
振
興
係

(
3
階
)
包
お

・
1
0
3
3



ご
存
知
で
す
か
?

富
山
県
の
最
低
賃
金

日
月

1
日
目
聞
か
ら
は
、
次
の
金

額
に
な
り
ま
す
。

時
間
額

6
5
2
円

※
前
回
よ
り

4
円
引
き
上
げ

こ
の
最
低
賃
金
は
、
常
用
・

パ
ー

ト
を
問
わ
ず
富
山
県
内
の
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
の
方
は
、
最
低
賃
金
を

下
回
る
金
額
で
労
働
者
を
使
用
さ

れ
る
と
最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り

ま
す
(
例
外
も
あ
り
ま
す
)
。

V
問
合
せ
先

富
山
労
働
局
賃
金
室

岱

0
7
6

・
4
3
2
・
2
7
3
5

l 納期罫宮内 . 
10月31日(火)までに納めてください

市県民税 (第3期)
国民健康保険税 (第4期)

トご寄付ありがとうございました|

防
犯
意
識
の
一
層
の
浸
透
と
定

着
化
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す。重
点
項
目

①
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

②
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪

の
防
止

③
乗
り
物
盗
、
部
品
ね
ら
い
、
車

上
ね
ら
い
、
自
動
販
売
機
ね
ら

い
、
間
荷
物
損
壊
な
ど
の
主
要
な

街
頭
犯
罪
の
防
止

市
内
主
な
行
事

①
地
域
安
全
ポ
ス
タ
ー
-
標
語
展
示

3，000円

10，000円

35，000円

250，000円

26，500円

7，500円

50，000円

100，000円

100，000円

100，000円

10，300円

日
時

叩
月
日
日
附
(
)
m
l
樹

場
所

サ
ン
プ
ラ
ザ

②
第

η
回
魚
津
市
防
犯
少
年
柔
道

剣
道
大
会

日

時

叩

月
比
日
出

午
前

9
時
か
ら

西
部
中
学
校
武
道
場

場
所

市午 10
役後月
所 127 
1時日
階~ (金)
市 午
民後
相 4
談時
室

日
時

場
所V

問
合
せ
先

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係

(1
階
⑬
窓
口
)

宮
山

ω
・
1
0
0
4

101，970円

V善意銀行ヘ
三井自動車株) 天神野新

匿名 富山市

アピタ魚津居 住吉

(故)五十嵐嘉j台 本江

魚津国際力ントリークラブ小)11寺

魚津保育園職員一岡本町

金森精松 石垣新

V社会福祉基金ヘ
(故)上岸清 友道

(故)五十嵐嘉治 本江

(故)谷林みどリ 末広町

ちぎリ絵広田志高子中央通リ

V魚津市ヘ
茶道裏千家;炎交会魚津支部

学校茶道連絡協議会会長生駒晴俊

うおづ青年部部長木下正博

V魚津大火復興50蔚年記念事業ヘ

YKK株式会社

代表取締役社長 円

街頭献血にご協力を|

吉田庁、裕 1，000，000

道
路
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

下
水
道
工
事
の
た
め
岡
経
由
地
内
の
市
道
岡
経
団
立
石
線
富
山
地
方
鉄

道
本
線
仏
国
踏
切
に
お
い
て
、
終
日
車
両
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

十

止

路

禁
固

行

迂

通一
×

×
.ガス
〉

10月14日(土) 9:30"'-' 16:00 
ありそドーム

入 居者募集|
-川の瀬団地1戸(1階3DK1戸)
六郎丸団地1戸(1階3DK1戸)

青島団地1戸(4階3DK1戸)
申込み期間 10月2日(月)"'-'27日陰)

・天王・上野方の特定公共賃貸住宅

随時募集中

※募集状況は変わることがあります。

※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお間合せください。

惨申込み・問合せ先

都市計画課建築住宅係(3階)
H23-1031 

日時

会場

お
知
R
p
t

工
事
期
間

日
月
中
旬

1
1月
下

旬
ま
で
(
予
定
)

※
交
通
案
内
看
板
に
従
っ

て
通
行
し
て
く
だ
さ

い
(
上
図
参
照
)

V
問
合
せ
先

下
水
道
課

公
共
下
水
道
係

(第
2
分
庁
舎
)

smω

・
1
0
3
9

|不用品交換 I

※掲載期間は申込み日から 3か月間です。

もとめます 自転車

惨申込み・問合せ先

市民課市民係(1階①窓口)H23-1003 



魚
津
市
民
パ
ス
運
行
開
始

上
野
方
・
松
倉
ル

l
ト

日
月

2
日
間
か
ら
魚
津
市
民
パ

ス
と
し
て
、
上
野
方
及
び
松
倉
ル
l

卜
が
左
記
の
と
お
り
有
償
運
行
を

開
始
し
ま
す
。
市
街
地
巡
回
ル
ー

ト
(東
西
国
り
)
及
び

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

タ
ク
シ

ー
と
と
も
に
ご
利
用
く
だ

さ

い

!

1
人

1
乗
車
1
0
0
円
。
ま
た
、

共
通

1
日
乗
車
券

(
3
0
0
円
)
に

加
え
、
回
数
券
(
日
回
乗
車
券

で

1
0
0
0
円
)
も
車
内
等

で
発
売

し
ま
す
。

※
詳
細
は
折
り
込
み
の
時
刻
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
交
通
係

(
3
階
)
岱
お

・
1
0
2
5

国
際
化
の
進
展
に
伴
い、
急
(¥ぷ

増
す
る
外
国
人
と
地
域
住
民
の
共

生
に
資
す
る
た
め
、
外
国
人
を
対

象
と
し
た
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

日

時

叩

月
日
日
同

午
後
1
時

1
4
時

場

所

サ

ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

6
階
会
議
室

相
談
内
容

法
律
、
労
働
、
国
民

健
康
保
険
、
出
入
国
、
在
留
、

医
療
、
教
育
、
女
性
が
抱
え
る

問
題
、
そ
の
他
生
活
一
般
に
関

わ
る
情
報
の
提
供
及
び
相
談
。

費
用

無
料

対
応
言
語

英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
ロ

シ

ア
語
、

フ
ィ

リ
ピ
ノ
語

※
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。

富
山
県

一
円
を
範
囲
に

ラ
ジ
オ

防
災
情
報
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

放

送

局

エ

フ

エ

ム
と
や
ま

日

時

印

月

1
日
同
か
ら

平
成
印
年

3
月
お
日
制

毎
週
日
曜
午
後
8
時
i
8
時
叩
分

対

応

言

語

英

語
、
中
国
語
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
、
ロ

シ

ア
語
の
順
番
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

例
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

干

9
3
0
・
0
8
5
6

富
山
市
牛
島
新
町

5
・
5

イ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ル
4
階

8
0
7
6

・
4
4
4
・
2
5
0
0

E
-
u
u
E
F
E
E
E
 

消
防
法
で
は
、
危
険
物
取
扱
の

作
業
に
従
事
し
て
い

る
危
険
物
取

扱
者
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

保
安
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
講
対
象
者
は
、
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

に
な
っ
た
日
か
ら

1
年
以
内、

資

格
を
取
得
し
た
日
か
ら

3
年
以
内
、

又
は
保
安
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

3
年
以
内
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
月
日

①
一

般
、
給
油
取
扱
所

叩
月
白
日

ω

②
一
般

日
月

1
日
附

講
習
会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

講
習
種
別

午

前

一

般

午

後

給

油

取

扱

所

受
付
期
間

日
月

5
日
同

i
日
月
口
日

ω

申
請
場
所

県
内
各
消
防
局
(
本
部

・
署
)

社
団
法
人
富
山
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

手
数
料
な
ど

一
人

4
7
0
0
円

の
富
山
県
収
入
証
紙
が
必
要

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

8
M

・
0
1
1
9

岡田Ez百mmEJ主vWJ沼田司

平日午夜コース

①工クセル初級 10j20(到、24(火)、27樹、31(火)
13:00'"'-' 15:00 計4回 6，000円
②キーホルダー作成 11 j17(金)
13:00'"'-' 16:00 1回 2，700円
③年賀状作成 11j21(火)、22(別
13:00'"'-' 15:00 計2回 3，000円
④デジ力メ年賀状 12jH創
13:00'"'-' 16:00 1回 2，200円

E~話基~~~;iEヨ

大人気教室 7f可ズ(不一力jレ)卜レ一二ン
ク、 ドラム、オカリナ

新規教室 エレキギター、ウクレレ、アコ-

スティ ックギター、エレキベース

お勧め教室 トランペッ ト、フルート、

アノ、クラシック打楽器 ほか

量調FH富島言a珪ぎ皇室蓮司

一一一三iE主主国語画面11週居室主主
住宅用火災警報器等の設置義務化を利用して、訪問販

売等の不適正販売の増加が予想されますので、次のよう

な訪問販売には十分に注意してください。

ゆ I i今すぐ取り付けなければいけない!J 

回 一設ーです!J 

-圃圃睡‘廼届這;四 J'~~哩施長国臣民活軍習涯ン
・園者事韮冴 IJ1F.1':司自19]同国E董磁畳~・.~主~ël~当手2
・・[9]irU~副首監事副釘'~~語画iJS1:N3証~〓

※消防職員が個人宅を訪問し、住宅用火災警 I
報器等の斡旋や販売をすることはありません。 I

:※実際はいセルでmω0肝i{lJω0∞0ω0明刑附円聞附ほま
どで販売されています

ロコI i消防署の方から来ました!J 
時Ii消防署の許可を得て回っています!J 

E 
けIi今なら 2万円に値引きします!J 

E 
ビ

惨申込み・問合せ先・会場

新川学びの森天神山交流館(木曜日休館)

fi31-7001 FAX31-7009 

V問合せ先
(悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇した場合についての相談)
富山県消費生活センタ fi076-432-9233
魚津警察署生活安全課 fi24-0 110 
魚津市消防本部消防課予防係 fi24-0119 



魚
津
漁
漁
業

協
同
組
合
で
、

沿
岸
漁
業
の
担

い
手
を
募
集
し
ま
す
。

老
若
男
女
問
わ
ず
、
元
気
な
方

で
漁
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
下
さ
い
。

応
募
資
格
市
内
在
住
で
漁
業
に

興
味
の
あ
る
方

募
集
人
員

若
干
名

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
漁
業
協
同
組
合

2
M
・
0
0
6
8

隈雪RT開11!~~-璽主宰3
'圃，.._._~.，・

h霊閤
ー

コース 日程

z用的な-ビジネスド文書の応作成ま用で 10/30(月)"-'11/2(木)
エ戸 クセル関 入門 11/6(月)"-'9(木)ァ一夕、グラフから 数の基礎まで

実エ用的クな関数セ、デールタベ応ースま用で 11/13(月)"-'16(木)

ワワーードとド工 ク&セルエの組クみセ合わルせ
11/20(月)"-'22(7]<)

• 24住)

ぐ

平
成
叩
年
度
秋

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

J
I
C
A
(独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
)
で
は
、
青
年

・
中

高
年
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
お
り
、
関
心
の
あ
る
方
の

た
め
に
、
説
明
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
世
界
の
開
発
途
上
国
の
人
々

と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
共
に
働

き
、
人
J

つ
く
り
国
ο

つ
く
り
に
貢
献

し
て
み
ま
せ
ん
か
?

同
闘
嗣
開
制
図

(
m
l
mω歳
対
象
)

体
験
談
&
説
明
会
の
日
時
と
会
場

①
叩
月
5
日
同
午
後
7
時

1
9時

C
I
C
ビ
ル

3
階

②
印
月
日
日
同
午
後
2
時

1
4時

時間 10:00------15:00 

受講料各3，000円 コース定員 20名

※定員となり次第締切

受付期間 10/2(月)------20(創

申込み用紙は魚津地域職業訓練センタ一、

商工観光課(3階)、魚津公共職業安定所にあ
リます。センターまたは商工観光課に提出し

てください。 FAX・郵送(センター宛)でも受

付します。

サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

③
叩
月

μ
日
例
午
後
7
時

1
9時

C
I
C
ビ
ル

3
階

(ω
iω
歳
対
象
)

体
験
談
&
説
明
会
の
日
時
と
会
場

①
叩
月
日
日
同

午
前
日
時
半
(
)
午
後
ロ
時
半

サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

募
集
期
間

叩
月
1
日
同
(
)
日
月
日
日
制

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

J
I
C
A
北
陸

8
0
7
6

・
2
3
3
・
5
9
3
1

J
I
C
A
富
山
県
国
際
協
力
推
進
員

8
0
7
6
・
4
4
4
・
2
5
0
0

J
I
C
A
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

C
刃
「
老
若
者

-uop
m
0
・弓

臨睡事昼間壁画1~)~1

表計算の基本操作、印刷、保存と読込等を

学びます。

対象 日本語入力・マウス操作のできる方

日時 10/30(月)、31(火)、 11/1(:水)、6(月)、7(火)

18:00------21 :00 

定員 20名(申込み)11貢)

受講料 4，000円 (教材含む)

申込締切 10/20(金)

( ) 
障
が
い
者
社
会
参
加
促
進
事
業

調
理
実
習
と
交
流
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

魚
津
市
在
住
で
印
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
に
、
お

仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
新
た
な
生

き
が
い
の
た
め
に
登
録
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

2
n
・
5
3
2
6

クラフ機能と編集、データベース機能、関

数の基礎的活用などを学びます。

対象 エクセル初級程度の実力のある方

日時 11/13(月)、 14(火)、 15t.k)、 20伺)、 21(火)

18:00------21 :00 

定員 20名(申込みJII買)

受講料 4，000円 (教材含む)

申込締切 10/31 (火)

題動車事謂置

財務会計ソフト「弥生会計」を用いて、企

業内容の業務に即したデータ作成・処理を学

びます。

対象経理・総務担当の方

自時 11/4(却、11(土)、 18(土)

9:30------15:30 

定員 20名(申込みJI慎)

受講料 5，000円 (教材含む)

申込締切 10/25(水)

監通事~:l.役Z

を
交
ど
に
な
緒
一
九

習
一
よ

実

、し

理
て
ま

調
し
し

V
通
流

日
時

日
月
目
白
川
W

午
前
叩
時
(
}
午
後
2
時

場
所

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

申

込

締

切

日

月

M
日

ω

※
参
加
費
無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

サ
ポ
ー
ト
新
川

岱
お
・

0
0
0
9

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

(
1
階
⑥
窓
口
)
岱
お
・

1
0
7
7

お
知
5
t

①~③は電話にて申込み受付しますo

'申込み・間合せ先・会場
魚津地域職業訓練センター(J11縁121のり
fi24-9579 FAX23-9151 
※ホームページに講座の年間計画を掲載
していますのでご利用くた.さい。



技
術
専
門
学
院
学
生
募
集

加
歳
以
下
の
高
等
学
校
卒
業
者

を
対
象
に
、
自
動
車
整
備
科
、
メ

カ
卜

ロ
ニ

ク
ス
科
、
電
子
情
報
科

(
仮
称
)
の

3
科
で
凶
年
度
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

出
願
期
閉
山
月
日
日
凶

i
m
日
附

選

考

日

日

月

印

日

倒

V
問
合
せ
先

富
山
県
技
術
専
門
学
院

8
0
7
6
・
4
5
1
・
8
8
0
2

家
族
介
護
者
の
た
め
の

や
す
ら
ぎ
の
小
旅
行

在
宅
で
家

族
を
介
護
し

て
い
る
人
の

た

め

の

リ

フ

↑一

レ

ッ

シ

ュ

旅

ェ一

行
で
す
。

日
時
日
月
お
日
同

午
前
9
時
叩
分
市
役
所
出
発

午
後
4
時

頃

帰

着

行

き

先

神

通

峡
春
日
温
泉

参
加
費

1
人
1
0
0
0
円

定

員

別

名

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
優
先
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
締
切
叩
月
日
日
間

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
1
階
⑤
窓
口
)
宮
幻
・

1
0
0
7

日

時

叩

月

3
日
附

・
6
日
制

日
日
附
・
日
日
幽

・
打
日
川
w

m日
制

・
弘
日

ω・
幻
日
凶回

目
日

ω・
日
月
2
日
同

の
計
叩
回

午
後

5
時
1
6
時

場
所

魚
津
市
総
合
体
育
館

(
室
内
温
水
プ

l
ル
)

対

象

お

m
を
泳
、
げ
な
い
市
内
の

小
学
生

受
講
料

2
5
0
0
円

※
総
体
ク
ラ
ブ
入
会
が
ま
だ
の
方

は
会
費
と
保
険
料
別
途
必
要
。

V
問
合
せ
先

魚
津
市
総
合
体
育
館

8

n
・
1
2
6
3

新
国
際
交
流
員
ラ
イ
ア
ン
の

「
0
4
べ
ω
n
Z白
伸
一

8
月
に
来
日
し
た
、
新
任
国
際

交
流
員
ラ
イ
ア
ン

・
ヒ
ギ

ン
ズ

(
何
百
戸
同
日
目
ロ
ω
)
の
英
会
話
教

室
で
す
。
み
な
さ
ん
お
気
軽
(
、
)

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
不
要
で
す
。

日
時
日
月
お
日
同

午
後

7
時

1
8
時

場

所

市

役
所
2
階
第
1
会
議
室

内
容

自
己
紹
介

・
ゲ
l
ム

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・
男
女
参
画
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係
(1
階
②
窓
口
)

amω

・
1
0
1
7

み
ず
は
く
ツ
ア
1
2
0
0
6

「地
域
学
芸
員
」
が
、
黒
部
川
の

名
所
を
案
内
し
ま
す
。

※
参
加
費
無
料

日
時
印
月
日
日
凶

対
象

一
般

※
小
学
生

3
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
が
必
要
で
す
。

定

員

お

名

募
集
期
限

ツ
ア

1
2
目
前
ま
で

パ
ス
発
着
場
所

①
富
山
駅
北
口

(
9
時
出
発
、
日
時
頃
解
散
)

②
黒
部
ア

ル
ペ
ン
村

(
日
時
出
発
、
日
時
頃
解
散
)

※
お
弁
当
を
ご
持
参
下
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

新
川
広
域
圏
水
博
物
館
構
想
推
進
室

岱
お
・

0
1
0
6

mmμ

・
2
9
5
3

ヨ
ω
一
一
自
民
己
F
m
H
}
2

@
E
F町
向
者
向
l
}内

OE
E・弓

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
教
室

日
月
幻
日
幽

・
お
日
出

口
月
刊
日
幽

・
日
日
出

打
日
制
・
お
日
出

午
後

7
時
叩
分
か
ら

会
場

東
部
中
学
校
体
育
館

対

象

市

内

在
住
又
は
通
勤
者

参
加
料

1
0
0
0
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申

込

締

切

叩

月
初
日
同

※
申
込
締
切
後
も
会
場
で
申
込
み

が
可
能
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
は
主

催
者
で
準
備
し
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課

(第

1
分
庁
舎
)
岱
お

・
1
0
4
6

魚
津
市
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ

ニ
ス
協
会

(
浜
多
)
岱

μ
・
5
9
5
7

ヨ
旦
一

可
O

ロ
包
ω

⑤

B
R
0
0ロ・円
)
F
E・R-弓

日
時ミ

ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
イ
ベ
ン
ト

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ラ

ン
ド
で
、
秋
の

お
月
見
を
し
ま
せ
ん
か
。
餅
っ
き
、

お
茶
席
、
舞
台
演
奏
、
大
観
覧
車

の
運
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日

時

叩

月

6
日
幽

1
8
日
制

午
後
5
時

1
9時
ま
で

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
プ
l
ル
で
、
魚
釣

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

叩

月

7
日
目

1
9
日
間

日
日
出

1
日
日
同

午
前

9
時

i
午
後
4
時

料
金

1
人
1
時
間
1
0
0
0
円

※
つ
り
放
題
・
釣
れ
た
魚
は
お
持

ち
帰
り
'
自
由
で
す
。

V
問
合
せ
先

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ラ

ン
ド

8

M
・
6
9
9
9

海
外
で
大
人

↑
気
の
ハ

ロ
ウ
ィ

ン
。
仮
装
を
着

て
商
居
街
を
歩

き
、
お
屈
の
方

か
ら
お
い
し
い

キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
を
た
く
さ
ん
も
ら

い
ま
し
ょ
う
!

日
時
叩
月
目
白
川
W

午
後

5
1
6
時

※
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル
に

5
時
集
合

場

所

中

央

通

り
商
庖
街

参
加
費

3
0
0
円

定

員

印

名
程
度
(
申
込
順
)

※
申
込
用
紙
は
、
小
学
校
・
児
童
セ

ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・
男
女
参
画
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係
(1
階
②
窓
口
)

岱
幻
・
1
0
1
7



(') 

回

目

魚
津
産
業
フ
ェ
ア
『
只
)
-
露
伴
』
開
催
!

日
日
日
午
前
日
時

1
午
後
4
時

海
の
駅
「
霊
気
楼
」

日
月
比
日
目
午
前
9
時

i
午
後
5
時

日
日
同
午
前
9
時
i
午
後
4
時

※
両
日
、
し
ん
き
ろ
う
観
光
船
特

別
割
引
運
航
も
あ
り
ま
す
!

1
0
0
0
円
(
高
校
生
以
上
)

5
0
0
円

(
4
歳
(
)
中
学
生
)

V
問
合
せ
先

0
0魚
津
実
行
委
員
会

(
魚
津
商
工
会
議
所
内
)

8
n
・
1
2
0
0

「
O
O魚
津
」
は
、
魚
津
市
内

の
商
工
業
・
農
林
水
産
業
者
が

一

向
に
集
い
、
生
鮮
産
品
や
自
社
商

品
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

P
R
す
る

魚
津
市
最
大
の
産
業
フ
ェ
ア
で
す
。

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

他
、
海
の
駅
で
は
、
は
し
ご
車
・

救
助
工
作
車
・
パ
ト
カ
ー
・
白
バ

イ
体
験
、
木
工
教
室
、
親
子
船
釣

り
体
験
教
室
(
先
着
順
)
な
ど
、

見
て
、
食
べ
て
、
遊
ぶ
企
画
が
盛

り
沢
山
!
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
・
日
時

あ
り
そ
ド

l
ム

日
月
比
日
出
午
前
叩
時

i
午
後
5
時

8242101 

富山湾は四季を折々でさまざまな姿を私た
ちに見せます。この特別展では、富山湾に
生きる生物を通して、富山湾の謎と魅力を
紹介します。
期間 11月5日(日)まで

臨璽重量・・・・-EE蛮重盛墨画監遭遇aIl盤盈峯霊童牽量
富山湾の海水の特徴を知リ、海水から塩
作りを実演します。
日時 10月21日(土)・ 22日(日)

午前の部 10:30'""'-" 11 :30 
午後の部 13:30'""'-" 14:30 
なし
どなたでも参加できます
無料(入館料が別途必要です)

定員
対象
参加費

市
民
の
ア

l
ト
作
品
を
一
堂
に

展
示
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会

期

日

月

お

日

出

1
1月
3
日
嗣

午
前
日
時

1
午
後

6
時

※
引
日
明
は
休
館
日

3
日
制
は
午
後

5
時
ま
で

開

会

式

日

月

初

日

出

午
前
印
時

i

講

評

会

日

月

3
日
制

午
後

3
時

l

V
会
場
・
問
合
せ
先

新
川
文
化
ホ

l
ル

岱
幻
・

1
1
2
3

() 
第
4
回
魚
津
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

市

内

の

小

学

生

、

新

川

地

区

の

中

学

生

が

男

女

別

の
チ

l

ム
対

抗
で
、
あ
り
そ
ド

l
ム

i
埋
没
林

博
物
館

1
日
カ
西
門
前
の
周
回
コ
ー

ス
を
走
り
ま
す
。
ご
声
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

日

月

4
日
出

午

前

8
時
叩
分
(
)

会
場

あ
り
そ
ド

ー
ム
発
着

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

(第

1
分
庁
舎
)
岱
お
・

1
0
4
6

書を作ろう。
日時 10月28日出
9:00'""'-" 15:00 
※8:50までに埋没林博物館に集合

行き先片貝川流域

対象小学生~一般
定員 20人(申込みJI慎)
参加費無料
※雨天決行・弁当持参
※申込み間合わせは上記埋没林博物館ヘ

お
知
R
p
t

EE拡彊fJtli司陸軍吾唖E国沼m蓮司詰【;;歪彊
樹木や I，----=---，----_c-==-=_-.-.-.ー十 十 士 十~ーア「

態を紹介。
期間 10月31日(刈まで
※入館料が必要です

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

新
川
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

特
別
講
座
、
セ
ン
タ
ー
講
座
、

県
民
カ
レ
ッ
ジ
各
種
講
座
の
受
講

生
が
新
川
み
ど
り
野
高
校
の
生
徒

と
共
に
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

日

時

日

月

お

日

出

午
前

9
時
加
分

i
午
後

3
時
初
分

※
午
後

2
時
か
ら
「
ゆ
ら
」
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
体
育
館
に
て
行

わ
れ
ま
す
。

V
会
場
・
問
合
せ
先

県
民
カ
レ
ッ
ジ

新
川
地
区
セ
ン
タ
ー

(
新
川
み
ど
り
野
高
校
)

a
n
・
4
0
0
1

[動議長ムム震以下|
開館時間 8:30'""'-"21 :30 (日曜・祝日も同じ)
トレー二ングルーム利用時間
平日・土曜 10:00'"'-'21・30 日曜・祝日 10:00'"'-'17:00
ランニングコースの利用できない日
10j1(日)・ 7(::t)・ 8(日)・ 11(7_k)'""'-" 22日
27(金}'""'-"29(日)



書種検診のご案肉 l 
集団がん検診
国 間、健康手問診料金

結核検診・肺がん検診
園 健康手帳・受診票 ) 
検診料金200円 j 

V
問
合
せ
先

・
魚
津
市
健
康
セ

ン
タ
ー

岱

けは

・

3
9
9
9

.
健
康
セ
ン
タ
ー
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
び
の
び
」

8μ

・
0
4
1
5

EE1E車丞~歪茎盆
魚津市に縁のある先生をお迎

えし、次のとおリフォーラムを

開催します。

基調講演

121世紀の医療(高齢社会における医療)J
糸氏栄吉先生

(魚津市出身前日本医師会副会長)

パネルデ'イスカッション
「最近の地域医療 医師不足についてJ: 
・大江浩先生(新川厚生センタ一所長)

・糸氏栄吉先生

-広田伊蘇夫先生(魚津市出身前・ |

日本病院・地域精神医学会理事長)I 

・三輪晃一先生(富山労災病院院長) I 

-宮本汎先生(魚津市医師会長) ↑ 

日時 10/28(出 18:30から

L会場東京第一ホテル魚津

実施日 受付時間

12日(木) 道 下 公 民 館

20日(金) 経 田 公 民 館

内容 料金 受付時間

胃がん 1，000円 8:30"-' 9:30 I 

大腸がん 600円
8:30"-' 9:30 
13:00"-' 14:00 

子宮がん 1，000円 13:00"-' 14:00 

手Lがん 1，000円 13:00"-' 14:00 

実施E 受付時間 会場

9:30"-' 11 :00 本江公民館

3日(火)13:15"-'13:45 印田公民館

14:15"-'15:00 本;工1区会館

9:30"-'11 :00 件『弔ムニ市 ij面t:.' 寺
10日(火)13:15"-'14:00 石垣新公民館

14:30"-' 15:00 =田公民館

9:30"-' 11 :00 チューリッフ克
13日(金)
13:15"-'15:00 魚新川厚津生セ支ンタ所ー

18日(水)
9:30"-'11 :00 本江公民館

13:15"-'14:30 大光寺公民館

27日(金:)113:15"-'15:00 健康センタ一 |

-平成17年度から、結核検診の対象
年齢が65歳以よへと変更になリまし
た。このため40"-'64歳の方は、肺が
ん検診のみの実施となリます。
・平成18年4月から平成19年3月に70
歳以上になる方と40・50・60歳にな
る方は無料です。

。結核検診の結栗について
:8/ぬまでに受診された方で、個別に通知が届かなかった方は、特に異常な所
昆は認められーませjv~でしたQ
-各検診を希望される方で受診票が届いていない場合は、健康センタ-へご連絡ください0
・すべての検診には、次の方に自己負担金の減免制度があります。
①生活保護世帯の方は、希望検診日までに健康センタ-ヘ申請してください。
②65'"'-'69歳の方で老人保健法医療受給者証をお持ちの方は、検診の受付の際に受給者証を提
示してください。

-市内指定医療機関でも受診できま
す。必ず医療機関に予約してから受
診してください。
・集団・施設(医療機関)検診ともに、
今年 4月から自己負担金を一部変更
しています。保健だよりやがん検診
案内書でご確認ください。

」

E21Z誼量oz盈益重盛霊2・

E;T]軍f霊長関踏ま霜副司鳩訪問書

日時 10/21(封 13:00"-'15:00 
場所富山県教育文化会館

テーマ 「不妊症」

入場料無料

II 基本健康診査の結果、高血圧や高脂血症、
10/3日(火)・10日(火) 11 

11糖尿病などが気になる方の相談会です0
17日(火)・24日(刈 t l会場健康センタ-

31日(火) 持ち物 健康手帳、めがね(必要な方)

!時 間 9:30"-'11 :30 I I※相談には2時間程度かかります

会場健康センター 1: 1 実施日 | 受付時潤
| 111 13日闘 13:30"-' 14:00 
※初めて参加する方は事前にお :11 l 

11 17日(火) 18:45"-' 19:30 
| 申込みください 1

1
1 238(月) 13:30"-'1止

日時・会場

第 1回 11月9日(木)
黒部市保健センタ-

第 2回 11月14日(火)
新川|厚生センタ-

第 3回 11月21日(火)
新川厚生センター

※いずれも、 13:15--16:15
内容 「難病について」の講義や

移動の介助方法・車いす実習、

難病療養相談会の見学など

受講料無料

申込み期限 10月31日(火)
V申込み・問合せ先
| 新川厚生センター
H52-2647 FAX52-4440 

あ
な
↑
に
に
老
乏
き
る

ガ
ム
此
厄
汎
一g
介
議
予
防

わ
ず
か
な
段
差
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
ふ
と
し
た
こ

と
で
起
こ
る
ケ
ガ
が
、
体
だ
け
で
な
く
心
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

普
段
か
ら
適
度
な
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
体

力
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
行
動
に
自
身
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
を
続
け
る
コ

ツ
と
し
て
は

「
こ
の
く
ら
い
な

ら
楽
だ
」
j

「
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
っ
た
か
な
」
と
思

え
る
程
度
で
行
い
ま
し
ょ
う
。



(必要|母子手帳・予防接種者は予診票 )

会場健康センター
臨国盛昼勝きコず

E韮ID
さGさ。

間

第 1子
4 か月児健診

j前 4 か 月 児 5B ~木) 13:00'"'""'13:15 
股関節脱臼検診 11月2日(木)第 2子以降

13:15'"'""'13:30 

1歳 6か月児健診 平成17年3月生まれの児 17日(火)13:00'"'""' 13:30 

3 歳 児 健 吾ロ会シ
平成15年4月生まれの児 25日(水)13:00'"'""' 13:30 
事前に案内を送付します

マタニティセミナー
妊婦とその家族 20日働 9:15'"'""' 9:30 

妊娠・出産編 ( 1日コース)

4日(71<)
6日働
11日(水)

のびのび広場 乳幼児とその家族
13日働
9:30'"'""' 11 :00 20日働

25日(71<)
27日住)
11月1日(水)

お休みは
3日(火)

あいあい広場
乳幼児とその家族

6日働
9:30'"'""' 11 :00 

会場愛育圏内子育て支援センター 12日(木)
20日働

赤ちゃん広場 出表6閉まて僻聞とその糠 18日(水)9:30'"'""'11:00 

ごっくんルーム
生後 6か月児 18日(水)9:30'"'""'10:15 

(栄養相談)

B C G 生後2"'6か月未満の児 18日(水)13:00'"'""' 14:00 

ジフテリア・
生後3"'90か月未満の児 市内指定医療機関で

百日せき・破傷風 体調のよい時に

麻しん風しん混合 生後12"'24か月未満の児 接種してください

受付時実施日等者象対'*' 台内

健
康
診
査

教
室

場

広

予
防
接
種

f

んや払J
み
美

亀

あ

E
時山
一
山
吉
岡

.10日の育l見サロシ

実施日

元気に遊びましょう

おやつ作り

みんなで遊ぼラ

対 象:未就冨児とその家族

受付時間:9:00""""9:45 (一部除く)

※参加は自由・お問合せは各冨ヘ

rヲ与哩

台

散歩に行こう

青島保育園

18日(7]<)
西布施保育園園庭で遊ぼう

リズム遊び

ミニ運動会

内場

11日体)松倉保育園

片貝保育園

17日(刈大町幼稚園

経由幼稚冨

24日ω住吉保育園

γ' 

みつい きずな

三井幹くん

A
Q
E
 

国庭で遊ぼう25日(水)経由保育富

教

整富
形山
平?外労
野ぷ科災
病
院

部
長

典。
和3

細
菌
の
間
接
リ
ウ
マ
チ
の
薬
物
治
療
に
つ
い
て

間
接
リ
ウ
マ
チ
は
中
年
以
降
の
女
性
に
多
い
病
気
で
、
手
や
足
の
関
節

の
腫
れ
や
痛
み
と
し
て
発
症
し
て
き
ま
す
。
進
行
の
仕
方
は
人
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
著
し
い
関
節
の
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
治
療
は
薬
物
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
従
来
は
比
較
的
副
作

用
の
少
な
い
消
炎
鎮
痛
剤
や
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
か
ら
使
用
を
始
め
、
効
果
が

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
よ
り
強
力
な
薬
を
用
い
る
と
い
う
段
階
的
な
治
療
法

が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
発
症
か
ら

3
年
間
ほ
ど
で
大
き

く
関
節
破
壊
が
進
行
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
の
治
療

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
早
期
か
ら
免
疫
抑
制
剤
や

生
物
学
的
製
剤
と
い
っ
た
有
効
性
の
高
い
薬
物
を
用
い
て
、
関
節
の
破
壊

を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
治
療
は

関
節
破
壊
が
進
行
し
た
患
者
さ
ん
で
も
十
分
有
効
で
、
関
節
の
痛
み
や
体

の
こ
わ
ば
り
な
ど
の
症
状
は
よ
く
軽
快
し
、
毎
日
の
生
活
が
楽
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
と
く
に
生
物
学
的
製
剤
を
用
い
た
治
療
は
、
従
来
の
薬

物
に
較
べ
れ
ば

「
驚
異
的
」
と
表
現
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
効
果
を
も
た
、
り

し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
問
題
点
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
副
作

用
の
面
で
、
従
来
の
薬
物
よ
り
も
さ
ら
に
注
意
が
必
要
で
、
治
療
開
始
前

の
検
査
や
そ
の
後
の
定
期
的
検
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は
大
変

高
額
な
薬
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
に
こ
の
治
療
を
勧
め

て
も
、
や
は
り
金
額
面
で
迷
わ
れ
る
患
者
さ

ん
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
生
物
学
的
製
剤
の
高
い
有
効
性
を

考
え
る
と
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
と
も
お
勧
め
し
た
い

治
療
法
で
、
今
後
の
治
療
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

b

臥

r

E

h

ι

テ
ー
マ

分
か
り
ゃ
す
い
お
薬
の
お
話

「
緩
下
剤
と
整
腸
剤
、
種
類
と
服
用
方
法
に
つ
い
て
」

日

時

日

月

お

日

附
午
後

6
時
叩
分
か
ら

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

E
n
-
-
2
8
0

み
ん
な
f



V 
「-言舌題:の一回 1 

「
か
ら
、
だ
・
シ
ア
タ
ー
」
五
味
太
郎

寺
門
琢
己

B~謬3

熱
・
鼻
血
・
頭
痛
な
と
、
体
に
は
様
々

な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
ら
に

ま
つ
わ
る
五
味
さ
ん
の
体
験
談
。
添
え

て
あ
る
寺
門
さ
ん
の
解
説
は
整
体
師
な

ら
で
は
。
新
し
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
で
、

思
わ
ず
「
へ
ぇ

l
」
と
稔
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
五
味
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
と
お
話
は

ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
で
い
て
、
体
に
つ

い
て
楽
し
く
読
め
る
一
冊
で
す
。

E~軍慰玉三重量11語沼包証言ζ2

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の
一
冊

固
幽
歴
史
を
探
る
・
人
生
を
探
る

池
波
正
太
郎

三
四
郎
は
そ
れ
か
ら
門
を
出
た

三
浦
し
を
ん

マ
ン
ガ
に
人
生
を
学
ん
で
何
が
悪

い

?

夏

目

房
之
介

日
本
神
話
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン
山

田

永

ぬ

る

い

生

活

群

ょ
う
こ

一
人
で
生
き
る
人
生
の
愉
し
み
方

川

北

義

則

「おはなしを楽しむ会」のみな

さんに絵本を読んでもらいます。

10/7出・ 14(:出・ 21佳)・ 28出
10:30 ........ 

「おきやまただし絵本コントトI

区蓮塑宮孟温~葺週E副司~jl【ヨ

10/8(日)14:00 ........ 
「理想の恋人.comJ
10/22(日)14:00 ........ 
「プロポーズ」

区豆諸'jr~t現主[]

10/28也)13:30 ........ 
テーマ 「晩秋の森」

講師高山三千江氏

参加費無料

「その他のおしらせI
Elizr，~鴨署E日
廃棄予定の雑誌 (2004年刊)を一人3冊ま
で無料提供します。

11/4出 9:00""'"
ElIi1.hIt1四図書問覇軍罰百四
今年の標語は「しおりいらず

の一気読み」。期間中たくさ

んのイベントを予定していま

す!

E詞同種障害童書

何があるかは来てからのお楽しみ 1

11/5(日)10:30""'" 

絵本作家あきやまただしさんの読み聞かせ

と歌をお楽しみください。

10/29(日)14:30'"視聴覚室
定員になり次第締切リま

す。申込み受付は図書館

カウンターにて。整理券
を発行します。

定員100名

バみ
叫¥
務めろし

闘
闘
困
問
問

エ

デ

ン

五

僚

瑛

ケ
セ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン

大
道
珠
貴

温

室

デ

イ

ズ

瀬

尾

ま

い

こ

三

年

坂

火

の

夢

早

瀬

乱

長

崎

く

ん

の

指

東

直

子

ざ

ら

ざ

ら

川

上

弘

美

神
の
箱
舟

高
野
裕
美
子

東

京

ダ

モ

イ

鏑

木

蓮

数
学
的
に
あ
り
え
な
い
上
・
下

ア
ダ
ム

・
フ

ァ
ウ
ア

i

j

新
刊
図
書
か
ら
の
ご
案
内
j

ト
キ
の
キ
ン
ち
ゃ
んい
よ
も
と
よ
う
こ

そ
ら
ま
で
と
ん
で
け

寺
村
輝
夫

ふ
た
り
の
イ

l
ダ

松
谷
み
よ
子

ミ

力

×

ミ

カ

!

伊

藤
た
か
み

ベ
ン
ジ
!
と
は
ず
か
し
が
り
や
の

フ
ィ
フ
ィ

グ
レ
ア
ム

き
つ
ね
の
で
ん
わ
ボ
ッ
ク
ス
戸
田
和
代

那
須
正
幹

あ
の
目
、
指
き
り

金 ft 24-2402 

旬おさつの山(い参も加と費マ30シ円)
16日(月)14:30 のさつま ュマロをつかった

おやつだよ。

親親き子子で木な木工工?教大室工(1申こ挑込戦みは26附まで)28日出 13:30 で !どんな作品がで
るか

大町こぱとft 23-5133 

19日(木)14:30 つ費ぱめ円亭)~ミックス焼き，.....，(定員30名参
加 50

30日(月)10:30 つ(定ぱ員め20探名検参隊力~こぱとヘ行こうの巻~日費パス代往復200円)

本江つばめでて

ゆ ひばり対日丸山一0500 窓口一1777

秋先生を描こう
12日(木)15:30 に教えてもらって、秋の自然を描こ

つ。

ほく円ほま)いくスイートポァ卜(定員40名参加
20日住)15:30 

書さ3つ0 もがおいしいおやつになるよ!

が急にと かもめ 経田
ひばりレストラン(定員30名参加費30円)

14日出 14:00 ひばり特製さつまいもをつかったおやつ
だよ。

18 日日((水木)) 
ひばなりキ撮ッズカメフ真マン

19 15:30 みんの った写は25日から展示しま
す。

ゲームや食べ物、
手作リ品など楽し
いお屈がいっぱし¥I 
みんなで来てね

女「第3回うおづ児童センターまつり」開催
日時 10月7日(土)11 :OO~ 14:30 場所ありそドーム
※各センターにて前売りチケットを販売中! ! 
V問合せ先各児童センタ

大「日曜開館します」 各児童センターでは以下の日程で日曜開館をしています

開館施設 第1日曜日・・・こぱと児童センタ- 第2日曜日一・かもめ児童センタ-
第3日曜日...つぱめ児童センタ- 第4日曜日一・ひばり児童センター

第5日曜日...休館日

10:00'"'" 16:00 ※幼児は保護者の同伴が必要です。開館時間



騎手段カしシ少一フおコ自の
大火復興50周年記念大相撲魚津場所
8:30'"'-'ありそドーム
2006魚津市民文化祭('"'-'22臼)

21 (出ゎ嵐長jtlj混同品均~炎じゃわめくJ
18:30開演新川文化ホール
魚津青空市(フリーマーケット)
8:00'"'-'市役所前公冨

魚津の朝市 7:00"'-'海の駅霊気楼
10月の歩こう会

22(日). 7:00 J R魚津駅集合
親不知~森林公園、親不知~平峠経由市振駅
V問合せ先魚津歩こう会 fi24-3123(盛永)

側
側
刷
W

術
保
，

4
l
n
4
n
O
8斗

F
D

働司令全一号三3397P22)
ミラージ'ユブール釣堀('"'-'9臼，14日，15日TP22)
9:00'"'-'ミラージュランド

出第?F3究鴨1ととーまつり('YP 26) 
第2回魚津しんきろう杯小学生バレーボール交流会(8日)
9:30'"'-'ありそドームほか

6 

。

IED. 
(火)
(7]< 

{示)
金)全国読書週間('"'-' 11月9日)

第46回魚津市美術展覧会('"'-' 11月3日TP23)
10:00'"'-'新川文化ホール
ST ARDUST REVUE 

28(土)25th Anniversarv Tour "HOT MENU" 
18:30"-'新川文化ホールH
第8田魚津市児童ティーボール大会
8:30'"'-'天神山野球場

n
n
z
m
g
 

7 

29(百)
30l月)

31決)ハ貯。て官主iZL7Jで2i)ホール{ま力¥

8 (面)魚津の朝市 7:00'"'-'海の駅霊気楼

(月)吋;摂可諸詰包iffリエーシヨン祭
10 (:火)
11 ~7J<)全国地域安全運動('"'-'20日)
12 ~ 
13 e塑
第2回魚津産業フェアroo魚津J(15日TP23)

14 (土) 9:00，，-，海の駅霊気楼
10:00'"'-'ありそドーム

紅葉の僧ヶ岳市民登山会

15 (日)霊長話kt7F
10:00'"'-'電鉄魚津駅前公園

9 

19 ~第縛F言!?腎会弓芸能大会
20 密封

n
O
守

I
n
o

a

司・・"
a

可・・・
4

可・・・

国 休日当番医 。福拙パス運行表(診療時間/9:00--17:00)

10/1(副いなぱ小児科医院LA8Z
=と自

8(日)吉島塀汐リニック忌22-88完
9(月)平野クリニックさ23-52A

15(8)大崎クリニック芸23-1OR

科仏 国
825-0250 

29(日)かごうら制クリニック雇23-605

11/3働問問リコク瓦九品
二士 自

5(日)鵬曙咽斜園碇忌23-1 6完

経団福祉センタ一行き

加積・道下・経由A10/6(金)・ 20(金)
ν1(8)奥村歯科医院昼24-57男

10/4(7]¥)・ 11(7]¥)・ 25(水)

西布施・経田B 10/13幽・ 27(金)

経田Aは立石・江口ルート
経田Bは経田スタンド・経団魚商ルー卜

福祉センター百楽荘行き

明前田歯科クリニック51円需
1細島田歯科医院釦専問

10/7(土)・ 14(土)・21(土)

10/5(木)・ 19(木)

医事ヰ歯診療日医般診療日

片貝・天神

8(自)岩井歯科クリニック京間関

10/3(火)・ 10(火)・ 24(火)

大町・村木

上野方・本江

坪野・下中島

22(自)吉見歯科医院罫民間

29(日)河村歯科医院ZTEF花
1/掛清田歯科医院宗舟問

問うめかわ歯科クリニック記号214明

内山22(日)青

虎谷・鹿熊 10/17UJ・28(土)

炉問合せ先 社会福祉課高齢福祉係
( 1 ~皆⑤窓口)ft23 -1 007 

※福祉パスに併せて「おたっしゃ介護予
防教室」を開催しています。ぜひご利
用ください。

10/12(木)・ 26(木)上中島

診療時間:夜間(毎日)19:00'"'-'22:00 

日曜祝日(土曜日は除く)9 :00'"'-' 12:00及び 14:00'"'-'17:00 

(黒部市民病院内 ft54-2211) 



イ
カ
は
日
本
人
の
大
好
物
の
一
つ
で
、

消
費
量
は

ω万
t
以
上
に
も
達
し
ま

す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
効
果

が
あ
る
タ
ウ
リ
ン
を
豊
富
に
含
ん
で
い

る
の
が
魅
力
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
最

も
正
美
味
ミ
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ア

オ
リ
イ
カ
」
で
す
。

ア
オ
リ
イ
カ
の
美
味
し
さ
と
い
っ
た

ら
、
そ
の
甘
味
。
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で

あ
る
グ
リ
シ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
甘
味
と
し
て
感
じ
ま
す
。
や
わ

ら
か
く
て
身
も
厚
い
の
で
、
甘
味
と
旨

味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
刺
身
が
一
番
で
す
ね
。

ア
オ
リ
イ
カ
は
、
北
海
道
以
南
の
沿

岸
で
見
ら
れ
、
こ
こ
魚
津
で
も
秋
に
な

る
と
釣
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
春
に
も
釣
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

た
か
。
ア
オ
リ
イ
カ
は
春
と
秋
の

2
回、

富
山
湾
に
姿
を
現
し
ま
す
。
春
と
秋
の

違
い
は
何
か
と
い
う
と
、
そ
の
大
き
さ

で
す
。
春
は
大
き
く
、
秋
は
小
さ
い
。

寿
命
は

l
年
で
、
春
に
産
卵
し
ま
す
。

つ
ま
り
春
は
親
で
、
秋
は
産
ま
れ
た
子

ど
も
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
卵
は

l

m
ほ
ど
の
楕
円
形
で
、

ら
ん
の
う

卵
が

5
個
く
ら
い
入
っ
た
卵
嚢
と
呼
ば

れ
る
袋
を
海
藻
な
ど
に
産
み
付
け
ま
す
。

1
か
月
く
ら
い
で
産
ま
れ
、
そ
の
姿
は
、

す
で
に
親
イ
カ
そ
っ
く
り
で
す
。
そ
の
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Bigfin Reef Squid 
日本沿岸からインド・太平洋域に

かけての暖かい海

半円形の大きなヒレ

国国.

一

徴・

[ 翠?Z221
特

コニ企エサをあげたときの様子。

サをとりあっていますO

後
1
か
月
で

3
m
、

1
年
で
お
仰
に
も

な
り
ま
す
。
最
も
多
く
獲
れ
る
今
頃
は
、

日

ω
く
ら
い
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

ア
オ
リ
イ
カ
の
形
は
、
胴
は
丸
み
を

帯
び
て
お
り
、
胴
の
縁
に
渡
っ
て
半
円

形
の
大
き
な
ひ
れ
が
あ
る
の
が
特
徴
で

す
。
半
透
明
で
体
中
に
茶
色
や
白
の
斑

点
が
あ
り
、
興
奮
す
る
と
体
の
色
が
茶

色
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
鳥
の
羽
の
よ

う
な
形
の
軟
骨
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
イ
カ
の
足
は
叩

本
で
す
。

そ
の
う
ち

2
本
は
長
く
、

し
よ
く
わ
ん

触
腕
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
普
段
は

他
の

8
本
と
同
じ
長
さ
に
し
て
お
り
、

獲
物
を
捕
ら
え
る
瞬
間
に
伸
ば
し
ま
す
。

そ
の
吸
盤
は
タ
コ
と
は
違
い
、
先
っ
ぽ

に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
輪
が
あ
り
、
こ
の
輪
で

引
っ
掛
け
て
捕
ま
え
、
残
り
の
腕
で
獲

物
を
抱
え
込
み
ま
す
。

実
際
に
見
て
み
る
と
そ
の
素
早
さ

に
驚
き
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な

っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

魚津水族館は11月末まで無休です!!
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一

V
9
月
は
、
魚
津
大
火
復
興
印
周
年
式
典

ゃ
、
魚
津
市
総
合
防
災
訓
練
な
ど
行
事
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
魚
津
大
火
と
い
わ
れ

て
も
経
験
し
て
い
な
い
私
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
話
。
今
回
魚
津
大
火

を
特
集
し
た
こ
と
で
そ
の
凄
ま
じ
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

V
み
な
さ
ん
は

災
害
の
備
え
は
し
て
い
ま
す
か
。
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
災
害
。

日
頃
の
備
え
と
地
域
の
団
結
が
大
切
で
す

ね

o
V
さ
て
早
い
も
の
で
、
広
報
に
な
っ

て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
重
か
っ

な
っ
て
い
ま
し
た
。

た
カ
メ
ラ
が
今
で
は
全
く
気
に
な
ら
な
く

ま
あ
、
肩
こ
り
は
ひ

ど
い
で
す
け
ど
:
・
。
ま
だ
ま
だ
ぎ
こ
ち
な

(
e
r
-
-
)
 

い
で
す
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
頑
張
り
ま
す
。

-49 +63 

-40 -103 

22，693人

24，083人

男

女

-89 -40 

世帯数 16，439世帯-37 +280 

住民基本台帳調べ(外国人登録者含む)

46，776人計

i ホームページアドレス/http://www.city.uozu.toyama.jQ




